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小
稿
で
は
近
世
大
名
財
政
の
成
立
と
そ
の
運
用
形
態
の
分
析
を
試
み
た
い
が
、
こ
れ
は
差
し
当
た
っ
て
＾
―
つ
の
意
味
で
重
要
な
問
題

―
つ
は
い
わ
ゆ
る
統
一
政
権
・
公
儀
権
力
と
の
関
係
で
課
さ
れ
る
軍
役
を
背
景
に
そ
れ
が
如
何
に
成
立
す
る
の
か
で

あ
る
。
こ
こ
で
い
う
軍
役
と
は
、
近
世
初
期
に
つ
い
て
い
え
ば
朝
鮮
侵
略
戦
争
（
朝
鮮
出
兵
）
や
関
ヶ
原
の
戦
い
、
大
坂
の
陣
、
島
原
・

天
草
一
揆
な
ど
の
い
わ
ば
国
外
・
匡
内
戦
争
や
様
々
な
城
郭
普
請
な
ど
、
継
続
的
で
実
質
的
な
臨
戦
体
制
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
大
名
権
力
に
と
っ
て
外
在
的
な
問
姪
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
ま
―
つ
は
附
在
的
な
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
大
名
財
政
の
成
立
・

確
立
が
家
臣
・
給
人
財
政
の
包
摂
化
や
領
内
・
農
民
支
配
機
構
の
整
備
な
ど
と
相
即
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
財
政

成
立
を
め
ぐ
る
問
題
に
は
、
近
世
初
期
大
名
権
力
が
直
而
し
て
い
た
内
外
の
課
題
が
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
と
も
い
え
よ
う
。
分
析
素

材
と
す
る
佐
賀
藩
の
場
合
、
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
環
境
か
ら
と
く
に
朝
鮮
侵
略
戦
争
や
島
原
・
天
芹
一
揆
に
深
い
関
わ

り
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
領
主
権
力
が
竜
造
寺
氏
か
ら
血
縁
関
係
に
は
あ
っ
た
も
の
の
本
来
は
そ
の
家

巨
で
あ
っ
た
鍋
島
氏
へ
移
動
し
た
た
た
め
、
も
と
も
と
竜
造
寺
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
給
人
層
の
掌
握
、
そ
の
知
行
地
に
対
す
る
一
元
的

支
配
が
因
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
り
、
鍋
島
氏
を
核
と
し
た
人
名
財
政
さ
ら
に
は
藩
財
政
の
成
立
は
重
要
な
課
題
と
い
っ
て
よ

初
期
大
名
権
力
と
財
政
連
用
形
態

と
考
え
て
い
る
。

は
じ
め
に

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

高

ー
竜
造
寺
・
鍋
島
佐
賀
藩
を
素
材
と
し
て
ー

野

信

治
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天
正
一
五
年
豊
臣
秀
吉
の
島
津
出
兵
を
契
機
と
し
て
、
豊
臣
政
権
を
中
核
と
し
た
統
一
的
知
行
休
系
の
な
か
に
九
州
大
名
は
包
摂
さ

れ
た
。
竜
造
寺
政
家
（
竜
造
寺
隆
信
嫡
子
）
は
肥
前
の
う
ち
七
郡
（
佐
賀
・
神
埼
・
三
根
・
小
城
・
杵
島
・
藤
津
・
松
浦
の
う
ち
）
を

安
堵
さ
れ
、
さ
ら
に
一
門
の
ナ
弔
造
寺
家
晴
が
諫
早
領
（
高
来
郡
の
西
郷
氏
改
易
）
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
竜
造
寺
佐

賀
藩
が
成
立
し
た
。
天
正
一
八
年
秀
吉
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
肥
前
国
竜
造
寺
藤
八
郎
知
行
割
之
事
」
は
、
豊
臣
政
権
が
意
図
す
る
戦
国

大
名
体
制
改
編
に
よ
る
近
世
大
名
体
制
創
出
の
プ
ラ
ソ
と
い
え
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
近
世
大
名
成
立
時
点
に
お
け
る
権
力
編
成

こ
で
こ
の
問
題
の
検
討
よ
り
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

と
こ
ろ
で
佐
賀
藩
の
大
名
・
藩
財
政
に
関
し
て
は
、
城
島
正
祥
氏
や
長
野
退
氏
の
す
ぐ
れ
た
業
績
が
あ
る
。
前
者
は
初
期
大
名
・
藩

財
政
に
つ
い
て
の
極
め
て
実
証
的
な
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
析
は
い
わ
ば
借
銀
対
策
の
変
遷
の
追
求
に
終
始
し
た
印
象
を
拭

い
き
れ
な
い
。
他
方
、
後
者
は
初
期
に
と
ど
ま
ら
ず
幕
末
期
ま
で
一
貫
し
て
分
析
し
て
お
り
、
藩
財
政
を
め
ぐ
る
多
岐
に
わ
た
る
問
題

を
も
射
程
に
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
政
治
・
藩
政
と
の
関
連
分
析
が
充
分
と
は
い
え
ず
、
こ
の
た
め
財
政
構
造
・
運
用
の
画

期
が
や
や
不
明
確
で
あ
る
。
小
稿
で
は
、
両
氏
の
業
績
に
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
も
、
各
時
期
に
作
成
さ
れ
た
財
政
目
安

と
財
政
運
用
の
基
調
な
い
し
形
態
と
を
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
竜
造
寺
体
制
（
戦
国
大
名
）
か
ら
鍋
島
体
制
（
近
世
大
名
）

推
移
の
な
か
で
い
わ
ば
鍋
島
大
名
財
政
が
ど
の
よ
う
に
形
成
・
展
開
し
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

旧
族
居
付
大
名
の
近
世
化
は
戦
国
大
名
体
制
の
権
力
基
盤
を
直
接
の
前
提
と
す
る
。
小
稿
で
の
当
面
の
課
題
で
あ
る
鍋
島
佐
賀
藩
の

財
政
を
め
ぐ
っ
て
は
、
竜
浩
寺
氏
の
入
名
蔵
入
（
財
政
）
が
い
か
な
る
契
機
と
経
過
を
通
じ
て
鍋
島
氏
独
自
の
大
名
蔵
入
（
財
政
）
に

再
編
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
末
だ
充
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ

了）

A
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な
い
し
領
国
体
制
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
表
1
は
か
か
る
観
点
よ
り
知
行
割
朱
印
状
を
操
作
し
、
大
名
蔵
入
分
と

知
行
分
と
に
分
割
把
握
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
朱
印
状
は
竜
造
寺
高
房
（
当
時
九
オ
で
京
詰
）
を
被
宛
行
人
と
し
て
お
り
、

竜
造
寺
氏
が
大
名
当
主
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
大
名
蔵
入
分
に
は
、
③
「
佐
賀
に
て
の
た
い
所
入
」
の
み
な
ら
ず
、
①

(
9
)
 

「
藤
八
郎
京
の
ま
か
な
い
」
、
②
「
民
部
大
輔
い
ん
き
ょ
分
」
が
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
四
六
‘
―

1
0
0
石
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し

て
知
行
分
は
④
「
馬
廻
二
わ
り
渡
へ
き
分
」
よ
り
⑫
「
小
給
人
二
わ
り
て
可
遣
分
」
ま
で
で
あ
り
、
二
五
五
、
六
九
八
石
と
な
る
。
大

(10) 

名
蔵
入
分
の
全
領
石
高
（
石
高
総
計
）
―
―

10九
、
九
〇
一
一
石
に
占
め
る
比
率
は
ー
四
・
九
％
と
な
り
、
鍋
島
佐
賀
藩
政
下
の
寛
永
段
階

(11) 

で
の
同
比
率
約
四

0
％
に
比
べ
る
と
大
名
蔵
入
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
大
名
蔵
入
分
が
佐
賀
半
野
部
で
比
較
的
生
産

力
が
高
い
と
目
さ
れ
る
佐
賀
・
小
城
両
郡
に
集
中
的
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
両
郡
の
反
当
平
均
収
鼠
（
表
1

註
参
照
）
は
と
も
に
一
．
―
-
石
で
あ
り
、
神
埼
郡
を
除
く
い
ず
れ
の
郡
よ
り
も
高
い
。

こ
の
よ
う
に
全
領
石
高
に
対
し
て
占
有
率
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
領
国
内
で
は
比
較
的
恵
ま
れ
た
生
産
力
地
帯

に
大
名
蔵
入
分
が
設
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
近
世
大
名
の
権
力
基
盤
の
相
対
的
優
位
性
が
指
摘
で
き
、
こ
の
高
生
産
力
地
帯
に
お
け
る

蔵
入
地
設
定
は
鍋
島
大
名
権
力
に
継
承
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
表
1
に
よ
り
い
ま
―
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
鍋
島
氏
の
領
国
内
に
お
け

る
地
位
で
あ
る
。
同
表
に
よ
れ
ば
鍋
島
直
茂
の
知
行
高
（
⑪
）
は
四
四
、
五

0
0
石
で
、
他
の
諸
家
臣
を
圧
倒
し
て
お
り
、
し
か
も
同

勝
茂
の
知
行
分
（
⑦
）
を
合
算
し
た
知
行
高
（
五
一
、
五

0
0
石
）
は
、
竜
造
寺
氏
の
大
名
蔵
入
分
（
四
，
ハ
、
二

0
0
石
）
を
上
回
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
直
茂
の
知
行
分
は
当
該
段
防
で
生
産
力
が
最
も
高
い
と
推
定
さ
れ
る
神
埼
郡
（
反
当
平
均
収
量
―
．
ニ
―
-
石
）
に

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
直
茂
が
竜
造
寺
降
信
の
戦
死
（
天
正
―
二
年
）
後
、
領
内
の
実
質
的
支
配
権
を
電
造

(13) 

寺
政
家
や
一
門
層
よ
り
委
任
さ
れ
て
い
た
と
い
う
政
治
的
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
依
然
鍋
島
氏
は
大
名
竜
造
寺

氏
の
家
臣
で
あ
り
、
そ
の
知
行
分
は
大
名
蔵
入
分
と
は
別
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
近
世
大
名
体
制
が
成
立
し
た
時
点
に
お
け
る
大
名
蔵
入
分
11
大
名
財
政
に
関
し
て
表
1
を
通
じ
て
検
討
し
た
。
監
臣
政
権
に

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態
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表 1 天正末大名蔵入高と知行高（天正18年 1月）

区分 内 訳 本 高 加増分 合 計 設定郡 石 高 田畠面稽 反当平均収量

大 ①藤八郎（竜造寺高房）京のまかない 30,000白 30,000 

名 ②民部大輔（竜造寺政家）いんきょ分 5,000 5,000 
蔵 87,000石

町反 石

入
③佐賀にてのたい台人 11,200 11,200 佐賀郡 7,812.2 1.11 

分 計 46,200 (46,200) 小城郡 47,200 4,245.8 l.ll 

④馬廻二わり渡へき分 80,000 80,000 

⑤後藤善次郎（家信・武雄） 11,800 2,200 14,000 

知
⑥竜造寺六郎次郎（長信・多久） 7,670 2,400 10,070 

⑦竜造寺いせ松（鍋島勝茂） 7,000 2,000 9,000 三根郡 24,546 2,228.1 1.10 

R神代二郎（家良） 4,840 1,200 6,040 藤津郡 19,813 1,815.2 1.09 

行 ⑨竜造寺阿波守（信周・須古） 2,590 2,660 5,250 

⑩竜造寺七郎左衛門（家晴・諫早） 19,188 19,188 高来郡 19,188 1,759.1 1.09 

⑪鍋島加賀守（直茂） 44,500 44,500 神埼郡 44,500 3,942.7 1.13 

分 杵島郡 56,970 5,214.4 1.09 

⑫小給人二わりて可遣分 67,650 67,650 下松浦郡 9,475 891.1 1.06 

彼杵郡 937 84.8 1.10 

計 (255,698) 

(301,898) 
309,902 

(27,993.0) 総 計
(309,904) 

翠．｝

註） 「肥前国竜造寺藤八郎知行割之事」（『諫江史料拾録』第 1集所収）より作成。 （ ）内は筆者計算。蔵入分と知行分の区分は筆者が使

宜的に設定したものである。佐賀藩は、物成知行制・地米制という独自の石高表示体系を創出するが、表中の本底・加増分は、ともに、

生産力を表わす石癌概念として把えられる。なお、反当平均収量は、各郡石高を田畠面積で除した数値であり、郡別生産力の比較にあ

たって、大方の目安として付した。



ハ
月
廿
五
日

慶
長
四
年

間
接
に
関
与
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
る
統
一
的
知
行
体
系
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
大
名
蔵
入
分
が
設
定
さ
れ
、
近
世
大
名
財
政
の
甚
盤
が
成
立
し
た
も
の
の
、
そ
の

比
率
は
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
実
質
的
な
領
内
支
配
権
を
行
使
し
つ
つ
も
大
名
竜
造
寺
氏
の
家
臣
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
鍋
島
氏
の
知
行
分
は
、
大
名
財
政
と
は
別
に
設
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
知
行
割
朱
印
状
が
示
さ
れ
た
二
年
後
の
天
正
二

0
年
、
豊
臣
政
権
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
を
断
行
し
た
が
、
そ
の
軍
役
は
肥
前
領
国
(14) 

で
は
当
主
竜
造
寺
高
房
で
は
な
く
鍋
島
直
茂
に
賦
課
さ
れ
た
。
す
で
に
天
正
一
八
年
二
月
高
房
の
父
政
家
の
軍
役
は
免
許
さ
れ
て
い
た
。

一
方
直
茂
は
翌
一
九
年
九
月
、

加
（
花
押

一
門
の
鍋
島
茂
里
を
通
じ
て
領
内
町
人
頭
々
に
対
す
る
煙
硝
割
付
を
強
行
し
、
さ
ら
に
領
内
の
代
官
的

(15) 

豪
商
で
あ
り
九
州
一
円
を
活
動
範
囲
と
し
て
い
た
平
吉
平
兵
衛
に
命
じ
て
渡
船
調
達
・
領
内
惣
鍛
冶
の
掌
握
等
を
行
わ
し
め
て
お
り
、

名
護
屋
城
普
請
に
も
、
甲
斐
弥
左
衛
門
・
石
井
生
札
・
久
野
九
右
衛
門
（
茂
俊
）
等
の
譜
代
家
臣
を
奉
行
と
し
て
派
遣
し
、
竹
木
等
の

諸
物
資
や
道
具
・
夫
脚
等
の
夫
丸
を
提
供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
豊
臣
政
権
は
天
正
一
八
年
一
月
の
朱
印
状
宛
行
段
階
で
竜
造
寺
氏
を
大

名
権
力
と
認
識
し
つ
つ
も
、
鍋
島
氏
を
実
質
的
な
領
内
統
治
者
と
し
て
、
朝
鮮
侵
略
戦
争
に
か
か
わ
る
軍
役
を
賦
課
す
る
と
と
も
に
、

鍋
島
氏
自
身
も
こ
の
軍
役
を
背
景
に
、
領
内
に
対
す
る
生
産
・
流
通
体
系
の
把
握
を
企
図
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
出
兵
に
は
兵
糧
・

渡
海
船
を
は
じ
め
、
諸
物
資
・
道
具
の
大
量
調
達
が
必
要
で
あ
り
、
鍋
島
氏
が
こ
の
調
達
過
程
を
通
じ
て
竜
造
寺
大
名
財
政
に
直
接
・

天
正
十
九
年
よ
り
慶
長
三
年
ま
て
蔵
入
勘
定
披
見
、
令
納
得
、
相
彿
候
、
近
来
辛
労
二
候
へ
共
、
嘗
所
務
よ
り
又
改
調
候
て
可
給

候
、
数
年
之
苦
労
、
念
を
入
候
儀
、
不
及
申
候
、
以
上

(17) 

石
井
壱
岐
守
殿

こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
直
茂
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
へ
の
準
備
が
進
行
し
て
い
た
天
正
一
九
年
よ
り
、
石
井
壱
岐
（
茂
利
）
が
蔵
入
勘
定
を

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

-53-



初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

担
当
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
石
井
氏
に
よ
る
蔵
入
勘
定
が
直
茂
の
管

は
朝
鮮
出
兵
後
、
家
臣
層
へ
の
加
増
政
策
を
遂
行
し
、
主
従
関
係
を
強
化
・

(18) 

確
定
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
も
鍋
島
氏
に
よ
る
大
名
財
政
関
与
・
掌
握
の
過

程
と
相
即
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
氏
は
出
兵
の
軍
役
を
て
こ
に
大
名
財

政
運
用
に
対
し
て
実
質
的
権
限
を
拡
大
さ
せ
、
同
時
に
家
臣
に
対
す
る
宛
行

権
を
獲
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

慶
長
四
年
の
「
目
安
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
、
す
で
に
大
名

財
政
を
掌
握
す
る
に
至
っ
て
い
た
直
茂
．
勝
茂
父
子
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
表
2
は
そ
の
内
容
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
よ
り
ま
ず
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
、
①
「
都
合
定
成
」
と
し
て
「
目
安
」
に
示
さ
れ
る
全
体
の

財
政
規
模
が
統
／
的
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
名
財
政
（
②

「
御
蔵
入
」
、
③
「
政
家
様
」
が
相
当
）
と
と
も
に
、
④
「
加
賀
守
・
信
濃

守
在
京
料
」
や
家
臣
団
知
行
分
（
⑤
「
在
京
衆
三
組
」
、
⑥
「
在
国
衆
」
が

相
当
）
が
、
中
央
政
局
に
お
け
る
秀
吉
他
界
（
慶
長
―
―
―
年
八
月
）
後
の
不
穏

な
政
情
に
対
す
る
、
い
わ
ば
臨
戦
1
1
在
京
体
制
の
創
出
・
維
持
を
前
提
と
し

て
、
統
一
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
人

名
財
政
と
鍋
島
氏
在
京
料
が
分
離
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
当
該
段
階
に
お
け

る
鍋
島
氏
の
地
位
が
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
朝
鮮
侵
略
戦
争
以

轄
下
で
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。
し
か
も
鍋
島
氏

表 2 慶長4年「目安」（慶長 4年正月 17日）

①都合定成 175,427戸5（②十③十④十⑤十⑥）

②35,000石 御蔵入

③ 3,000 政家様（竜造寺政家）
内
④10,000 加賀守（鍋島直茂） ・信濃守（同膀茂）在京料

⑤81,693 在京衆 3組

⑥45,734.5 在国衆（①—②―③—④―⑤)
残
⑦ 2,744.07但100石二付 6石宛、大坂迄之運賃除ク

註）城島正祥『佐賀藩の制度と財政』より作成。

「目安」の畏後に「慶長四年正月十七日 信農守（花押）

加賀守（黒印）」

とあり、勝茂・直茂により、この「目安」が作成されたことが知られる。
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表3 慶長9年当物成目安（慶長9年 9月16日）

①米36,140戸8 本蔵入米

収
② 19,151.7 余田米

③ 3,100. 和泉守（鍋島忠茂）江戸料

入
④都合米 58,396. "5（①十②十③）

｛⑤ 白米 22,088. 

⑥赤米 36,308.5 

⑦米7,212竺6 江戸料l⑧白米 3,205．石6

⑨斗当赤米 4,712.5 

⑩此銀64貫112匁此内20貫目ハ公儀御払小遣方1加 76伊 加賀守（鍋見直茂）・信濃守
換 （同勝茂）江戸にて之遠方

⑫59.352 駿州（竜姑寺紬房）遣方

⑬米9,915."075 伏見料｛⑭白米 4,406．勺

銀 ⑮斗当赤米 5,508.372 

⑯此銀88貫134匁 I⑰ 4．貫449．匁6駿州伏見大坂二而御遣方
支 ⑱ 7.073.84 加賀守伏見大坂ニテ之還方

支 ⑲76.610.56 信濃守諸遣方

⑳米3,100石 和泉守江戸料 ｛ ＠白米 1,500七

⑫斗当赤米 1,600 

出 ⑬此銀27貫800匁 (loo匁当12石5斗充）I⑳米 20,227咤75（⑦十⑬十⑳）
合 (100匁当11石15)

⑮銀 180貫46匁（⑩＋⑯十⑳）

出 ⑯米 14,586.632切米、諸給人井祭祀寺社・諸細エ・船頭水夫迄二渡ル

米
⑰米 5,552.28 諸遣方、道橋修理・夫丸水夫根・材木代運賃・鉄地かね苧鍛冶大工

作料・客来武具諸料・其外小遣方

支
⑱米 1,000. 本丸賄料

⑳米 500. 佐賀合下閣伏見江戸往来使者飛脚料

出
⑳米 500. 下ノ関置米、但白米400石

⑪米 500. 船修理料、但白米200石

⑫合米 2,2638．わ6（⑳十⑳十⑱十⑲十⑳十⑪）

⑬伝二口合 42,866. "275（⑳十⑳）

⑭引残米 15,530. "225（④一⑬）

註） 「慶長九年常物成目安」（「慶長之比御富キ物」所収）より作成。

なお、米の換銀相場は、白米・赤米で相進すると考えられるが、両者を合算した

場合、 100匁当11石15となる（⑳・⑮）。

また、石高数値は米高（物成高）である。
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の
前
提
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

降
の
豊
臣
政
権
・
公
儀
権
力
の
鍋
島
氏
に
対
す
る
認
識
に
も
関
わ
ら
ず
、
佐
賀
藩
の
大
名
当
市
は
名
目
的
に
せ
よ
竜
造
寺
氏
（
高
房
）

に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
鍋
島
氏
は
執
政
官
的
宣
場
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
な
お
、
表
2
に
示
さ
れ
る
石
高
数
伯
は
、
生
産
力

を
示
す
の
で
は
な
く
物
成
高
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
名
財
政
1
1
蔵
入
分
を
構
成
す
る
②
・
③
を
合
算
し
た
場
合
、
三
八
、

0
0

0
石
と
な
り
、
表
1
に
示
さ
れ
る
天
正
一
八
年
段
階
（
四
六
、

1
-
0
0
石
）
と
比
較
し
た
場
合
、
若
干
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
そ
れ
は
天
花
一
八
年
の
知
行
割
朱
印
状
は
生
産
力
を
表
す
石
高
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
（
表
1
の
註
参
照
）
、
慶
長
四
年
の

「
目
安
」
の
場
合
は
「
定
成
」

1
1
物
成
高
表
示
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
む
し
ろ
天
正
末
段
階
よ
り
大
名
財
政
は
強
化
・
拡
充
さ
れ
た

(20) 

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
侵
略
戦
争
と
い
う
公
儀
軍
役
遂
行
を
通
じ
て
鍋
島
氏
は
竜
造
寺
大
名
財
政
運
用
に
対
す
る
権
限
を
独
占
し
、
ま

た
、
そ
の
財
政
基
盤
は
強
化
さ
れ
た
。
か
か
る
動
向
は
鍋
島
氏
に
よ
る
竜
造
寺
大
名
財
政
の
吸
合
、
つ
ま
り
鍋
島
氏
1
1
大
名
財
政
成
立

で
は
、
竜
造
寺
大
名
財
政
が
、
そ
の
運
用
の
独
占
を
通
じ
て
鍋
島
氏
に
掌
握
さ
れ
、
実
質
的
な
鍋
島
氏
大
名
財
政
が
成
立
す
る
の
は

い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
段
階
に
想
定
さ
れ
る
財
政
構
造
を
示
し
た
も
の
が
表
3
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
長
九
年
九
月
一
六
日
付
「
慶

(21) 

長
九
年
営
物
成
目
安
」
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
目
安
で
は
、
ま
ず
①
「
本
蔵
入
米
」
・
②
「
余
田
米
」
・
③
「
和
泉
守

(22) 

（
鍋
島
忠
茂
）
江
戸
料
」
が
収
入
の
財
源
と
し
て
設
定
さ
れ
、
合
算
し
て
④
「
都
合
米
」
五
八
‘
-
―
五
竺
ハ
石
五
斗
と
な
る
。
注
目
す
べ

き
こ
と
は
①
・
②
と
と
も
に
③
が
合
算
さ
れ
て
「
都
合
米
」

1
1
大
名
財
政
の
収
入
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に

い
わ
ば
鍋
島
氏
財
政
と
竜
造
寺
氏
大
名
財
政
の
融
合
な
い
し
鍋
島
氏
に
よ
る
竜
造
寺
大
名
財
政
の
吸
合
、
さ
ら
に
鍋
島
氏
大
名
財
政
の

成
立
を
看
取
し
得
よ
う
が
、
こ
の
こ
と
は
支
出
構
造
を
検
討
し
た
湯
合
に
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
る
。

支
出
は
、

い
わ
ば
換
銀
支
出
と
米
支
出
に
区
分
で
き
る
。
換
銀
支
出
は
⑦
「
江
戸
料
」
七
、
．
一
―
二
石
六
斗
（
換
銀
高
は
R
六
四
貫

―
―
―
一
匁
。
そ
の
内
訳
は
⑪
「
直
茂
．
勝
茂
遣
方
」
四
貫
七
六

0
匁
、
⑫
「
高
房
遣
方
」
九
九
貫
三
五
二
匁
）
‘
⑬
「
伏
見
料
」
九
、
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譜
代
側
近
層
と
大
名
財
政

察
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

九
一
五
石
七
升
五
合
（
換
銀
古
向
は
⑯
八
八
貫
一
三
四
匁
。
そ
の
内
訳
は
⑰
「
高
房
遣
方
」
四
員
四
四
九
匁
六
分
、
⑱
「
直
茂
伏
見
大
坂

遣
方
」
ヒ
貫
七
三
匁
八
分
四
厘
、
⑲
「
勝
茂
諸
遣
方
」
ヒ
六
貫
六
一
〇
匁
六
分
五
厘
）
‘
⑳
「
和
泉
守
江
戸
料
」
一
二
‘
1
0
0
石
（
換

銀
高
は
⑳
一
一
七
貫
八
0
0
匁
）
と
な
り
、
結
局
⑳
米
二
0
、
三
一
七
石
六
斗
七
升
五
合
が
⑳
銀
一
八
〇
貫
四
六
匁
に
換
銀
支
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
換
銀
率
は
白
米
・
赤
米
平
均
し
て
一

O
O
E
l当
た
り
一
一
石
一
斗
五
升
と
な
る
。
こ
の
換
銀
支
出
の
大
部
分
は
江
戸
・

伏
見
・
大
坂
な
ど
に
お
け
る
領
外
遣
方
に
当
た
り
、
高
房
の
汀
戸
・
伏
見
・
大
坂
で
の
遣
方
と
と
も
に
、
直
茂
．
勝
茂
・
忠
茂
な
ど
の

鍋
島
氏
の
領
外
遣
方
に
一
括
さ
れ
て
、
都
合
米
1
1
大
名
財
政
よ
り
支
出
さ
れ
て
お
り
、
表
2
に
示
し
た
慶
長
四
年
段
階
と
は
明
ら
か
に

相
違
す
る
。
直
＂
戊
．
勝
茂
の
領
外
遣
方
は
、
①
「
本
蔵
入
米
」
な
い
し
②
「
余
田
米
」
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
こ
に
、

銅
島
氏
大
名
財
政
の
実
質
的
な
成
立
を
措
定
で
き
よ
う
。
な
お
、
支
出
は
こ
の
換
銀
支
出
と
と
も
に
米
支
出
が
あ
り
、
こ
れ
は
諸
家
臣

へ
の
切
米
支
給
を
は
じ
め
と
す
る
領
固
内
諸
経
費
が
王
で
あ
り
、
従
前
に
比
べ
れ
ば
詳
細
か
つ
体
系
的
な
支
出
の
項
目
立
て
が
な
さ
れ

(23) 

て
お
り
、
鍋
島
氏
に
よ
り
財
政
運
用
の
整
備
・
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
相
即
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(24] 

こ
こ
に
鍋
島
氏
は
朝
鮮
侵
略
戦
争
あ
る
い
は
関
ヶ
原
の
戦
い
や
「
柳
川
御
陣
」
な
ど
の
軍
役
を
背
景
と
し
て
、
竜
造
寺
氏
大
名
財
政

の
運
用
権
限
を
拡
大
・
独
占
し
な
が
ら
そ
れ
を
吸
合
し
つ
つ
、
自
ら
の
権
力
基
盤
と
し
て
の
大
名
財
政
へ
と
転
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
鍋
島
氏
大
名
財
政
の
具
体
的
運
用
形
態
は
、

初
期
大
名
財
政
の
運
用
形
態

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
次
に
考

慶
長
九
年
九
月
「
営
物
成
目
安
」
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
実
質
的
な
鍋
島
氏
大
名
財
政
の
成
立
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
氏
に
よ
る
独
自
の
木
格
的
な
財
政
運
用
が
開
始
さ
れ
る
の
は
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
っ
た
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態
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ま
ず
、
翌
慶
長
一

0
年
―
一
月
、
鍋
島
直
茂
は
野
村
右
馬
允
・
今
泉
橘
右
衛
門
尉
・
馬
渡
九
左
衛
門
尉
に
対
し
て
、

(
i
)
「
配
分
は
つ

(25) 

れ
」
の
検
出
、

(iill)
症
所
の
掌
握
、
言
lll)
新
開
耕
作
地
の
設
定
を
方
針
と
す
る
検
地
を
指
示
し
た
。
こ
の
時
期
、
野
村
ら
三
名
は
い
ず

盗
3

)

れ
も
「
横
目
」
と
い
う
役
に
あ
り
、
こ
れ
ら
譜
代
的
家
臣
層
を
通
じ
て
鍋
島
氏
が
独
自
の
領
内
検
地
を
実
施
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
前
掲
表
ー
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
領
国
内
に
は
竜
造
寺
系
一
門
・
有
力
家
臣
の
知
行
地
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
方
針
か
ら

窺
え
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
領
内
統
一
的
な
検
地
と
は
一
1-E

い
難
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、

慶
長
一

0
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
慶
長
検
地
の
結
果
を
踏
ま
え
て
家
臣
知
行
割
（
慶
長
一
四
年
開
始
）
が
な
さ
れ
、
代
官
制
度
が
整
備
強

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鍋
島
氏
独
自
の
知
行
判
物
が
家
臣
層
に
与
え
ら
れ
（
慶
長
一
六
年
一
月
）
、
新
た
な
家
臣
団
編
成
形
態
が
創
出

（
慶
長
一
五
年
以
降
）
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鍋
島
氏
の
独
自
の
政
策
が
慶
長
―

0
年
以
降
継
続
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
き

0
0
0石、

た
背
景
に
は
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
な
鍋
島
氏
大
名
財
政
の
成
立
と
と
も
に
、
慶
長
―
二
年
の
竜
造
寺
政
家
・
高
房
父
子
の
相
次
ぐ

(28) 

他
界
が
あ
っ
た
。
鍋
島
佐
賀
藩
は
、
こ
れ
に
よ
る
竜
造
寺
本
家
断
絶
を
契
機
に
名
実
と
も
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

慶
長
検
地
が
す
で
に
終
了
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
慶
長
一
五
年
二
月
―
―
五
日
、
勝
茂
は
鍋
島
生
三
・
久
納
市
右
衛
門
（
茂
俊
）
．

三
浦
四
郎
右
衛
門
（
賢
純
）
•
石
井
清
五
左
衛
門
（
茂
清
）
に
対
し
、

(
i
)名
古
屋
城
普
請
に
よ
り
家
臣
を
通
じ
た
京
都
・
伏
見
の
商

人
か
ら
の
借
銀
三
0
0
貫
、
(
~
1
1
)

伏
見
で
改
め
た
蔵
入
偕
銀
が
二
七

0
貫
、
（
出
）
名
占
屋
城
普
請
に
よ
り
方
々
へ
の
遣
料
が
嵩
み
当
年

の
蔵
入
物
成
に
よ
る
皆
済
が
不
能
の
見
通
し
で
あ
る
こ
と
、

(
•
I
V
)

そ
の
た
め
蔵
入
耕
作
に
念
を
入
れ
家
中
知
行
地
に
対
し
て
も
損
耗
な

(29) 

き
よ
う
に
気
遣
う
こ
と
な
ど
を
書
状
に
て
指
示
し
た
。
生
一
二
は
鍋
島
清
泰
の
子
浩
虎
の
一
二
男
で
、
慶
長
！
元
和
期
に
か
け
て
側
近
政
治

（翌

を
展
開
し
た
鍋
島
氏
一
門
で
あ
る
。
ま
た
石
井
茂
清
は
一
時
直
茂
の
養
子
に
な
っ
た
経
歴
を
有
す
る
鍋
島
茂
里
の
実
家
石
片
家
の
一
族

で
あ
り
、
こ
の
石
井
氏
が
天
正
末
年
か
ら
慶
長
期
に
か
け
て
大
名
蔵
入
物
成
勘
定
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
（
一
節
）
し
た
通
り

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
久
納
茂
俊
は
関
ヶ
原
の
戦
い
直
後
に
鍋
島
家
存
続
の
た
め
に
奔
走
し
て
お
り
、
そ
の
知
行
高
は
七

0
0石
か
ら
一
、

-
、
1
1
0
0石
へ
と
加
増
さ
れ
、
鍋
島
氏
の
信
任
を
得
て
い
た
。
三
浦
賢
純
も
直
茂
．
勝
茂
よ
り
生
三
•
石
井
茂
清
と
と
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

候
ハ

A
則
討
果
尤
候

も
に
種
々
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
慶
長
一
五
年
一
一
月
の
勝
茂
書
状
は
当
該
段
階
に
お
い
て
鍋
島
大
名
権
力
を
構
成
す
る

(32) 

譜
代
側
近
家
臣
に
宛
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
家
臣
磨
に
よ
る
大
名
財
政
運
用
形
態
が
慶
長
検
地
実
施
期
を
通
じ
て
形
成
・
強

化
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
蔵
入
借
銀
・
遣
物
料
・
蔵
入
物
成
さ
ら
に
は
蔵
入
耕
作
な
ど
、
直
接
大
名
財
政
に
関
わ
る
指
示
が
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
り
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
譜
代
側
近
層
に
よ
る
大
名
財
政
運
用
に
中
核
的
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
は
鍋
島
生
―
―
―
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
慶
長

一
九
年
全
家
臣
団
に
対
し
命
じ
ら
れ
た
三
部
上
地
（
三

0
％
知
行
地
召
し
上
げ
）
実
施
を
担
当
し
た
の
は
、
「
今
度
上
地
盃
付
を
以
、

（

勝

屋

）

（

33
〉

（

34)

勘
右
衛
門
尉
合
中
上
候
間
、
当
所
務
之
儀
、
生
三
存
候
て
、
無
緩
取
収
候
」
と
あ
る
よ
う
に
生
―
―
―
で
あ
り
、
小
物
成
の
換
銀
化
さ
ら
に

(359-

は
新
蔵
入
五
万
石
に
つ
い
て
＾
万
石
は
扶
持
方
、
四
万
石
は
借
銀
川
と
の
指
示
が
与
え
ら
れ
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
な

(36) 

か
元
和
二
年
充
月
一
五
日
、
勝
茂
は
生
＝
一
に
次
の
よ
う
な
指
示
を
与
え
た
。

平
右
衛
門
・
彦
兵
衛
、
元
和
元
年
之
算
用
相
澄
罷
上
候
間
、
啓
一
書
候

一
、
帳
内
少
々
合
点
不
参
所
候
へ
共
、
諸
役
者
銘
々
算
用
相
泣
候
切
手
遣
候
、
其
心
得
尤
候

一
、
蔵
入
方
之
儀
、
少
之
儀
に
て
も
、
其
方
存
候
て
、
諸
事
無
卒
雨
様
二
可
申
付
儀
、
肝
要
二
候
、
其
二
付
血
、
其
方
背
下
知
者

一
、
愛
元
遣
方
存
知
之
外
入
増
シ
候
て
、
何
共
行
営
鉢
候
、
悉
皆
平
右
衛
門
尉
可
申
候
問
、
不
及
細
筆
候
、
恐
々
謹
―
-
E

詔
役
者
が
作
成
す
る
算
用
の
確
認
を
す
で
に
生
―
―
―
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
蔵
入
方
が
彼
に
全
而
委
任
さ
れ
、

「
其
方
背
下
知
者
候
ハ

A
則
討
果
尤
」
と
い
う
権
限
が
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
名
古
屋
城
普
請
を
直
接
の
契
機
と
し
て
慶

長
一
万
年
段
陛
で
家
中
お
よ
び
蔵
入
の
借
銀
が
そ
れ
ぞ
れ
三

0
0貫
と
一
＿
七
〇
貫
に
達
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
生
三
を
は
じ

め
譜
代
側
近
層
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
借
銀
へ
の
対
応
が
、
生
三
へ
の
大
名
財
政
運
用
に
お
け
る
強
大
な

権
限
付
与
と
い
う
形
で
具
体
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
蔵
入
検
見
組
織
の
強
化
が
企
図
さ
れ
た
。
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（
以
下
一
七
名
略
）

(37} 

右
之
者
共
、
石
井
大
炊
助
与
二
相
付
候
条
、
蔵
方
之
儀
念
を
入
可
相
調
者
也

と
、
勝
茂
は
一
九
名
の
家
臣
を
石
井
大
炊
助
与
に
分
与
し
、
い
わ
ば
財
政
官
僚
集
団
を
形
成
し
た
。
さ
ら
に
翌
三
年
万
月
六
日
、

毎
年
之
検
見
者
、
三
与
た
る
へ
き
之
事

（
辻
副
｝

一
、
弐
之
丸
二
蔵
相
立
、
銀
子
入
置
、
遣
方
之
時
者
大
炊
助
・
伊
兵
術
・
藤
右
衛
門
尉
罷
出
、
相
封
二
而
可
罷
出
候
事

一
、
大
炊
・
伊
兵
衛
•
藤
右
衛
門
尉
、
何
事
二
て
も
生
三
下
知
之
外
、
仕
間
敷
候
、
縦
悪
敷
儀
候
共
、
其
見
越
度
二
不
可
罷
成
事

右
二
与
二
口
上
有

嬰
惣
兵
衛
尉

藤
瀬
二
右
衛
門
尉

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

石
井
寄
合
中
よ
り
生
三
見
合

＼
 
）
 

石
井
寄
合
中
よ
り
生
―
―
―
見
合

一
人
石
井
五
郎
右
衛
門
尉

仁
井
寄
合
中
よ
り
生
一
＿
一
見
合

一
人
草
場
藤
右
衛
門
尉

生
―
―
―
へ
蔵
入
方
が
全
向
委
任
さ
れ
た
一
＿
一
ヶ
月
後
の
元
和
二
年
八
月
五
日
、

石
井
大
炊
助
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右
三
カ
条
ニ
ロ
上
有

一
、
諸
役
二
神
文
を
さ
せ
可
然
候
、
我
等
下
國
之
時
、
見
可
申
事

一
、
蔵
入
嘗
物
成
米
籾
、
我
等
下
之
間
、
少
に
て
も
取
遣
申
間
敷
候
事

(38) 

右
何
も
無
相
違
、
可
被
申
付
候

と
、
勝
茂
は
生
三
へ
指
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
年
石
井
大
炊
助
与
に
分
与
さ
れ
た
よ
う
な
財
政
官
僚
集
団
1
1
与
に
よ
っ
て
、
蔵

入
検
見
が
実
施
さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
与
が
「
生
三
下
知
之
外
仕
間
敷
」
と
い
う
如
く
、
生
―
―
一
の
指
揮
命
令
系
統
下
に
お
か
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
三
管
轄
下
に
お
け
る
蔵
入
検
見
組
織
の
形
成
・
強
化
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
生
―
―
一
を
中
心
と
し
た
譜
代
側
近
層

に
よ
る
大
名
財
政
運
用
が
蔵
入
地
支
配
1
1
物
成
徴
収
機
構
の
整
備
・
拡
充
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
ろ
う
。
事
実
、
当
時
生

(39)

（

40)

（

41) 

三
や
石
井
氏
は
代
官
所
支
配
に
関
与
し
、
ま
た
蔵
入
春
定
、
蔵
入
未
進
究
等
の
物
成
徴
収
に
関
す
る
政
務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
大
名
蔵
入
財
政
の
運
用
機
能
と
蔵
入
地
支
配
1
1
物
成
徴
収
機
能
が
、
生
三
を
中
核
に
譜
代
側
近
層
に
集
中
さ
れ
た
わ
け
で
あ

(42) 

る
。
元
和
五
年
三
月
九
日
、
勝
茂
は
生
三
に

(
i
)公
儀
普
請
、
で
1
1
)
元
茂
、
（
出
）
神
埼
郡
代
の
選
任
、(
•
I
V
)

肥
後
目
附
衆
へ
の
対
応
、

(
V
)高
伝
寺
客
伝
出
来
、

(
•
V
l
)

将
軍
上
洛
延
引
の
風
聞
、

(
"
V
l
l
)

領
中
耕
作
仕
付
な
ど
、
大
名
財
政
・
領
内
支
配
等
、
藩
政
全
般
に
わ
た

る
指
示
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
先
の
両
機
能
が
生
三
に
集
中
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
い
わ
ば
象
徴
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
藩
政
、
と
く
に
財
政
運
用
の
中
心
課
題
は
そ
の
強
化
か
ら
公
儀
普
請
を
直
接
の
契
機
と
し
た
借
銀
対
策
と
い
う
、
よ
り
具

体
的
問
題
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
元
和
―
―

i-
―
一
年
の
蔵
入
検
見
組
織
の
強
化
は
借
銀
対
策
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
如
く
で
、

検
見
三
与
の
与
頭
で
あ
る
石
井
大
炊
助
・
草
場
藤
右
衛
門
お
よ
び
江
副
伊
兵
衛
さ
ら
に
生
―
―
一
を
加
え
た
四
人
に
対
し
て
、
勝
茂
よ
り

(43) 

「
当
町
人
借
銀
引
残
本
利
合
、
元
和
三
年
九
月
切
目
安
」
が
提
示
さ
れ
、
本
利
合
わ
せ
て
二

0
三
貫
四
五
八
匁
余
の
返
済
を
当
物
成
で

行
う
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
は
元
和
三
年
一

0
月
七
日
、
検
見
三
与
が
組
織
化
さ
れ
た
五
ヶ
月
後
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
当
段
階
に
お
け
る

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

一
、
米
銀
子
間
、
遣
方
三
人
連
判
之
事

-61-



初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

借
銀
が
「
当
町
人
」
（
佐
賀
藩
領
内
、
と
く
に
、
城
下
町
人
力
）
か
ら
の
み
で
は
な
く
、
京
都
・
伏
見
の
上
方
商
人
よ
り
も
な
さ
れ
た

こ
と
が
推
測
で
き
、
借
銀
額
は
二

0
1
―
一
貫
余
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
以
後
佐
賀
藩
の
借
銀
は
増
加
の
一

途
を
た
ど
る
の
で
あ
る
（
後
掲
表
4
参
照
）
。
か
か
る
借
銀
の
増
大
傾
向
の
な
か
で
、
生
三
を
中
心
と
し
た
譜
代
側
近
暦
に
よ
る
財
政

運
用
は
限
界
に
逹
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
譜
代
層
に
か
わ
る
新
た
な
大
名
財
政
運
用
体
制
が
成
立
す
る
重
要
な
契
機
が
存

在
し
て
い
た
。

竜
遥
寺
系
家
臣
の
財
政
運
川
へ
の
参
画

2
 

朝
鮮
出
兵
を
契
機
と
し
た
竜
造
寺
氏
大
名
財
政
に
対
す
る
運
用
権
限
の
独
占
に
よ
り
、
こ
れ
を
自
ら
の
権
力
基
盤
と
し
て
実
質
的
な

大
名
財
政
を
成
立
さ
せ
る
に
至
っ
た
鍋
島
氏
が
、
慶
長
検
地
を
開
始
し
て
領
内
生
産
力
の
掌
握
、
大
名
財
政
の
強
化
を
企
図
し
て
い
た

時
期
に
あ
た
る
慶
長
一
―
一
年
、
竜
造
寺
家
の
当
主
高
房
と
そ
の
父
政
家
が
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
竜
造
寺
本
家
は
断
絶
し
、

鍋
島
佐
賀
藩
が
名
実
と
も
に
成
立
し
た
。

翌
慶
長
一
三
年
四
月
四
日
、
高
房
の
弟
で
あ
り
竜
造
寺
の
本
家
格
と
な
っ
た
竜
造
寺
安
良
ぱ
、

（

鍋

島

訊

茂

｝

（

同

勝

茂

）

（

安

良

）

加
州
・
信
州
、
為
竜
造
寺
八
助
、
身
命
之
限
、
紐
別
心
無
一
一
、
可
立
御
用
覚
悟
、
不
桟
相
部
候
、
然
上
ハ
何
様
於
向
後
、
無
邪
儀
表
裏
、

(45) 

御
奉
公
可
申
事
」
と
、
直
茂
．
勝
茂
に
対
し
て
忠
誠
を
誓
っ
た
。
鍋
島
氏
・
大
名
権
力
に
よ
る
独
自
の
政
治
路
線
は
、
こ
こ
に
出
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鍋
島
氏
は
竜
造
寺
有
力
家
臣
で
あ
る
四
家
（
多
久
・
武
雄
・
諫
早
・
須
古
）
を
佐
賀
へ
召

(46)

（
箕

し
寄
せ
「
家
老
」
と
し
た
が
、
こ
の
四
家
は
安
良
が
起
請
文
を
提
出
し
た
半
月
後
の
四
月
ニ
―
日
、
「
已
来
在
仇
嘉
二
て
御
家
之
儀
諸

(47) 

事
可
致
気
遣
事
」
と
鍋
島
一
門
・
重
臣
と
連
署
に
て
「
覚
」
を
提
出
し
て
い
る
。
錆
島
氏
は
竜
造
寺
四
家
を
鍋
島
氏
一
門
・
重
臣
と
と

「
世
上
如
何
鉢
二
転
変
候
共
、
対

も
に
政
治
中
枢
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
独
自
の
権
力
編
成
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。
(48) 

こ
の
鍋
島
氏
の
意
図
は
、
翌
慶
長
一
四
年
八
月
八
日
付
の
竜
造
寺
四
家
と
鍋
島
戌
里
連
署
に
よ
る
誓
詞
に
具
休
化
さ
れ
て
い
た
。
す
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

な
わ
ち
鍋
島
氏
に
対
し
て
、

五
人
」
具
体
的
に
は
多
久
安
順
・
武
雄
茂
綱
・
須
古
信
昭
・
諫
早
直
孝
の
竜
造
寺
四
家
お
よ
び
鍋
島
氏

の
重
臣
・
鍋
島
茂
里
が
一
体
と
な
っ
て
、
「
五
人
之
間
、
向
後
邪
儀
疎
略
を
存
間
敷
之
事
」
を
前
提
に
、
「
五
人
」
の
間
で
の
不
和
・

訴
訟
が
お
こ
っ
た
場
合
の
、
あ
る
い
は
戦
時
•
平
時
の
協
力
体
制
が
誓
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
御
家
御
為
可
罷
成
候
者
可
申
上

（
中
略
）
平
生
之
儀
も
御
為
二
不
罷
成
と
存
寄
儀
候
者
、
無
用
捨
可
申
出
」
と
い
う
誓
約
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
竜
造
寺
四
家
と

鍋
島
氏
重
臣
に
よ
る
政
治
路
線
の
方
向
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
禍
島
氏
は
生
―
―
一
を
中
心
と
す
る
譜
代
側
近
層
の
政

治
連
常
を
企
図
す
る
一
方
、
竜
造
寺
本
家
の
断
絶
に
と
も
な
い
竜
造
寺
系
打
力
家
臣
で
あ
る
四
家
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な

と
こ
ろ
か
慶
長
一
五
年
八
月
の
鍋
島
茂
里
の
他
界
は
竜
造
寺
四
家
の
政
治
力
を
相
対
的
に
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
、
生
三
に

(49) 

よ
る
い
わ
ば
初
期
側
近
休
制
と
竜
造
寺
四
家
に
よ
る
政
治
体
制
（
執
政
体
制
）
と
は
並
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漸
次
後
者
の

執
政
体
制
が
前
者
の
側
近
体
制
を
包
摂
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
す
で
に
慶
長
一
五
年
正
月
三
日
竜
造
寺
四

家
の
連
署
に
よ
っ
て
、
領
中
の
塩
土
井
・
堤
築
造
・
道
橋
将
請
以
外
の
農
民
使
役
と
他
出
を
禁
じ
る
法
令
が
生
三
に
対
し
て
示
逹
さ
れ

(50) 

て
い
る
の
は
注
日
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
生
―
一
を
中
心
と
す
る
側
近
体
制
が
竜
造
寺
執
政
体
制
を
前
提
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明

か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
竜
迅
寺
四
家
が
参
画
し
た
新
た
な
権
力
編
成
の
な
か
で
、
蔵
入
借
銀
へ
の
対
応
策
の
一
環
と
し
て
慶
長

末
か
ら
元
和
期
に
か
け
て
、
生
―
―
一
に
大
名
財
政
運
用
と
蔵
入
地
1
1
物
成
徴
収
の
権
限
が
集
中
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
生
ニ
ー
譜
代
家
臣
層
へ
の
大
名
財
政
1
1
蔵
入
方
の
全
面
委
任
に
よ
る
藩
財
政
再
建
策
は
、
十
分
に
効
果
を
上
げ
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
表
4
は
佐
賀
藩
の
慶
長

i
承
応
段
階
に
お
け
る
借
銀
高
の
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
慶
長
一
五

年
か
ら
元
和
六
年
に
か
け
て
蔵
入
借
銀
高
は
二
七

0
貫
か
ら
一
一
、
六

0
0貫
へ
と
九
・
六
倍
に
膨
張
し
た
。
そ
の
大
き
な
原
因
が
度
重

な
る
公
儀
軍
役
（
狭
義
の
軍
事
動
員
や
城
郭
普
請
な
ど
）

大
名
権
jJ
編
成
の
創
出
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

に
求
め
ら
れ
る
以
上
、
大
名
権
力
の
危
機
感
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
、
家
中

借
銀
を
揺
え
た
家
臣
層
も
同
様
の
認
識
を
共
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
慶
長
一
五
年
よ
り
元
和
六
年
に
か
け
て
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竺
そ

屯， 腐
塁ヽ`  

畑
4

序
瀦
蜘
＿

r
舒
一
斗
が
嘩
蜀
蛋
（
濯
湘
し
神
西
造
）

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

の
借
銀
規
模
の
膨
張
は
、
生
―
―
―
ー
譜
代
家
臣
層
に
よ
る
財
政
再
建
策
の
限
界
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

蔵
入
借
銀
高
が
す
で
に
―
-
、
六

0
0貫
に
達
し
て
い
た
元
和
六
年
ヒ
月
、
勝
茂
は
多
久
安
順
・
鍋
島
茂
綱
（
武
雄
）
に
対
し
、

年
御
普
請
二
付
、
借
銀
過
分
相
成
」
と
嘆
息
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
同
年
―
一
月
ニ
―
―

-
B
伏
見
詰
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
家
臣
に
「
借

銀
返
納
之
儀
、
此
地
（
佐
賀
力
）
に
て
長
門
・
主
殿
へ
と
く
と
談
合
申
、
一
一
拾
八
万
石
二
割
付
二
無
残
所
相
澄
」
と
報
告
し
て
い
る
。

借
銀
対
策
1
1
財
政
再
建
策
に
竜
造
寺
執
政
体
制
を
構
成
し
て
い
た
多
久
安
順
・
鍋
島
茂
綱
な
ど
が
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る。

(54) 

元
和
ヒ
年
、
多
久
安
順
の
主
導
に
よ
る
竜
造
寺
四
家
の
二
部
上
地
は
、
以
上
の
よ
う
な
大
名
財
政
の
再
建
さ
ら
に
は
藩
政
運
営
に
同 「当
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ず
、
財
政
収
入
に
あ
た
る
①
「
都
合
米
」
が

移
っ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
る
。

四
家
の
援
助
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
鍋
島
氏
に
刻
印
づ
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
多
久
氏
を
首
班
と
す
る
竜
造
寺
執
政
体
制
は
、
生
三

を
中
心
と
し
た
譜
代
家
臣
層
に
よ
る
側
近
休
制
を
包
摂
し
、
こ
こ
に
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
鍋
島
氏
大
名
財
政
の
運
用
形

態
は
、
竜
造
寺
執
政
体
制
と
い
う
権
力
編
成
の
な
か
で
変
容
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

竜
造
寺
執
政
体
制
と
大
名
財
政

(55) 

元
和
五
ー
六
年
に
か
け
て
命
じ
ら
れ
た
江
戸
並
日
請
方
用
石
運
送
、
大
坂
城
普
請
な
ど
は
、
前
節
で
関
説
し
た
よ
う
に
蔵
入
借
銀
を
二
、

(56) 

六
0
0貫
に
膨
張
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
六
年
家
中
；
統
に
反
銀
が
賦
課
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
七
年
竜
造
守
四
家
に
よ
る
一
＿
一
部
上
地

が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

か
か
る
一
連
の
財
政
再
建
政
策
は
家
中
財
政
を
疲
弊
さ
せ
る
に
至
り
、
元
和
六
年
に
引
き
続
く

(57) 

寛
永
二
年
の
家
中
反
銀
返
納
計
画
に
対
し
て
、
多
久
安
順
が
反
対
し
た
の
は
こ
の
理
由
に
よ
っ
た
。
安
順
が
勝
茂
の
音
心
向
に
対
し
て
こ

の
よ
う
な
立
場
を
と
り
得
た
の
は
、
大
名
財
政
運
用
に
対
す
る
権
限
が
安
順
主
禅
の
三
部
上
地
を
契
機
と
し
て
、
生
一
＿
一
よ
り
多
久
氏
へ

寛
永
四
年
八
月
、
勝
茂
は
先
の
安
順
の
反
対
を
踏
ま
え
、
再
び
財
政
再
建
に
つ
い
て
方
針
を
出
し
た
。
そ
れ
は
、
公
傑
普
請
が
な
い

年
は
親
類
家
中
に
対
し
て
有
米
一

0
0
石
に
つ
き
一
五

0
匁
の
航
銀
を
賦
課
す
る
も
の
の
、
原
則
的
に
は
反
銀
・
反
米
上
納
を
前
堤
と

認
ざ

し
な
い
、
い
わ
ば
蔵
入
方
独
自
の
や
り
方
で
あ
っ
た
。

(59) 

こ
の
計
画
を
具
体
的
化
し
た
も
の
が
「
寛
永
五
年
蔵
入
算
用
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
表
5
と
し
て
掲
げ
た
。
同
表
よ
り
ま

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

財
政
再
建
策
と
「
ゆ
い
」
の
論
理

J¥ 
ヽ

八
万
七
石
五
斗
六
升
で
あ
り
、
表
3
に
示
さ
れ
る
慶
長
九
年
の
「
都
合
米
」

万

八
、
三
九
六
石
五
斗
の
約
二
倍
の
規
模
と
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
慶
長
一
五
年
の
全
家
臣
に
対
す
る
一
―
一
部
上
地
、
元
和
七
年
の
竜
造

寺
四
家
に
よ
る
三
部
上
地
、
あ
る
い
は
慶
長
検
地
に
よ
る
打
出
、
新
田
の
開
地
な
ど
に
よ
り
大
名
財
政
が
強
化
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
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額
七
一
四
貫
四
万
匁
一
[
-
分

―
―
倍
に
逹
し
て
い
た
。
こ

れ
が
、
⑨
「
売
立
二
而
払
」

や
⑬
「
寛
永
五
年
之
物
成

（
⑪
な
い
し
⑯
）
の
一
―
-
•

通
常
経
費
に
予
定
さ
れ
る

〇
貫
で

成
さ
れ
た
―
つ
の
プ
ラ
ソ

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
寛
永
四

年
の
借
銀
高
ば
二
、
三

0

（
⑧
）
、
苺
年
の

が
借
銀
対
策
を
前
提
に
作

の
こ
と
か
ら
表
5
の
算
用

れ
は
慶
長
九
年
の
物
成
日

安
と
相
違
し
て
お
り
、
こ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

て
全
て
換
銀
化
さ
れ
る
よ

米
等
（
②
•
③
)
を
除
い

う
。
都
合
米
は
切
米
や
落

表 5 寛永5年蔵入算用

初期大名権力と財政運用形態

収支高 項 目

118,857.石56 ①都合米

16,258.26 ②切米其外二而渡分

米 8,099.3 ③凡落米除物

24,357.56 ④合（②＋③）

収 90,000. ⑤残米（①一④）

50,000. ⑥上カニ而之売立、直段百目二付米五石宛運賃加

支
此銀1,000貫目（⑥'）

40,000. ⑦御国元二而売立、直段百目二付米七石宛

此銀571貫300目（⑦＇）

2,300.貫 ⑧御借銀、但寛永四年之暮残分

1,571.300匁 ⑨右売立二而払（⑥'十⑦')

銀
728.700 ⑩寛永四年之暮本銀（⑧一⑨）

714.045.3 ⑪毎年銀二而御遣方之分寛永五年中

1,515 615.3 ⑫二口合銀、寛永五年之暮引残Jレ分 但利足入テ（⑩＋⑪）

収 1,571.300 ⑬寛永五年之御物成二而売立

1,515.615.3 ⑭右売立ノ内二而払（⑫）

15.684.7 ⑮有銀（⑬―⑭)

支 714.045.3 ⑮毎年銀子二而御遣方之分寛永六年中

15.684.7 ⑰寛永五年之御物成銀之引残（⑮）

698.360.6 ⑱不足銀、寛永六年御物成銀之内二而次ク（⑯一⑰）

註） 「泰盛院様御代御喜物書技」より作成。なお、米収支高は、米高（物成裔）で

ある。また、⑤や⑫・⑮の数値で指摘でぎるように、各々の数値には、誤差が

想定される。
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(61) 

ニ
而
売
立
」
と
い
う
物
成
米
換
銀
高
を
毎
年
一
、
百
七
一
貫
三

0
0
目
と
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
返
済
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当

然
⑱
不
足
銀
が
生
じ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
「
寛
永
六
年
御
物
成
銀
之
内
二
而
次
ク
」
と
あ
る
よ
う
に
次
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
、
漸
次
借

銀
額
が
減
少
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
家
中
財
政
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
、
寛
永
五
年
の
蔵
入
算
用
（
プ
ラ
ソ
）
に
具
体
化
し
た
借
銀
返
済
計
画

(62) 

は
、
寛
永
五
年
の
大
坂
城
普
請
に
よ
り
瓦
解
す
る
。
翌
寛
永
六
年
五
月
一

0
日
、
勝
茂
は
国
元
の
多
久
安
順
・
諫
早
直
孝
・
鍋
島
茂
網

(63) 

に
対
し
七
ヶ
条
の
「
覚
」
を
送
っ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
蔵
入
お
よ
び
家
中
の
借
銀
対
策
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

(
i
)
寛
永
六
年
暮

は
蔵
人
方
と
親
類
家
中
の
惣
出
米
で
蔵
入
方
の
借
銀
を
返
済
、
で
11)
同
七
年
暮
は
親
類
家
中
に
蔵
入
方
が
援
助
し
て
親
類
家
中
の
借
銀

を
皆
済
、
(
~
l
l
l
)

そ
の
際
蔵
入
方
よ
り
差
し
出
し
た
銀
子
は
利
分
無
し
に
て
二
？
三
年
で
返
納
、

(
•
I
V
)

こ
の
借
銀
返
済
計
画
に
伴
い
親
類

家
中
の
在
郷
差
免
じ
、

(
V
)

御
普
請
料
と
し
て
蔵
入
よ
り
五
万
石
別
置
、
な
ど
が
指
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
蔵
入
借
銀

と
家
中
借
銀
が
同
時
に
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
政
再
建
策
と
し
て
す
で
に
家
中
一
統
へ
の
反
米
・
反
銀
が

賦
課
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
家
中
財
政
窮
乏
化
を
招
来
し
て
い
た
。
こ
れ
と
と
も
に
「
蔵
入
並
親
類
家
中
ゆ
い
二
而
借
銀
返
納
」

盃｝

（
四
条
）
と
い
う
如
く
、
蔵
入
財
政
と
家
中
財
政
を
一
体
化
し
て
借
銀
返
納
を
行
お
う
と
す
る
い
わ
ば
＿
ゆ
い
」
の
論
理
が
明
示
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
借
銀
返
済
に
対
し
て
、
同
年
六
月
二
五
日
多
久
安
順
な
ど
は
、
親
類
家
中
の
惣
出
米
に
は
反
対
し
た
も
の

の
、
家
中
ヒ
部
（
七

0
%）
出
米
お
よ
び
蔵
入
方
惣
出
米
に
よ
る
蔵
入
方
借
銀
返
済
と
、
蔵
入
方
と
家
中
の
各
々
四
部
一
一
合
（
四
二
％
）

出
米
に
よ
．
る
家
中
借
銀
の
返
済
（
蔵
入
の
四
部
ー
一
合
が
約
五
万
石
に
相
当
）
を
提
ホ
し
た
。
つ
ま
り
、
勝
茂
が
提
唱
し
た
「
ゆ
い
」
の

論
理
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
勝
茂
は
こ
の
修
正
案
に
同
意
し
て
い
る
。
さ
ら
に
寛
永
充
年
五
月
に
勝
茂
が
提
案
し
て
い
た
蔵

入
方
か
ら
御
普
請
料
と
し
て
の
互
万
石
別
置
は
、
寛
永
七
年
四
月
五
日
、
多
久
安
順
な
ど
に
よ
り
「
御
借
銀
返
済
方
並
御
普
請
料
」
と

(67) 

し
て
五
万
石
を
引
き
分
け
て
六
万
石
で
「
公
儀
御
国
元
万
御
遣
方
」
を
賄
う
と
い
う
如
く
、
事
実
上
再
確
認
さ
れ
、
こ
こ
に
蔵
人
1
1
大

名
財
政
は
一
一
分
（
「
両
蔵
入
」
）
さ
れ
て
管
掌
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態
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財
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運
用
形
態

こ
の
よ
う
に
、
多
久
安
順
を
中
心
に
蔵
入
方
と
家
中
財
政
を
一
体
化
し
た
「
ゆ
い
」
の
論
野
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
財
政

再
建
策
は
、
し
か
し
成
功
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
財
政
再
建
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
親
類
」
層
の
政
策
担
当
者
に

(68) 

あ
っ
た
。
寛
永
一

0
年
九
月
勝
茂
は
多
久
安
順
の
養
子
茂
辰
宛
書
状
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
蔵
役
之
儀
、
先
様
ハ
一
人
二
而
も
可
然
候
ハ
ん
哉
之
由
、
先
B
中
遣
候
付
而
、
其
通
二
も
可
然
存
候
通
申
越
、
承
届
候
、
此

段
ハ
、
来
年
我
等
罷
下
候
て
な
、
談
合
可
申
候
間
、
其
心
得
尤
候

一
、
蔵
入
之
儀
、
我
等
存
候
て
万
事
申
付
、
算
用
迄
も
承
候
ハ

A
、
家
中
之
者
何
か
と
可
申
俊
も
可
有
之
と
令
察
、
先
年
蔵
入
一

職
、
親
類
中
へ
相
渡
、
公
儀
私
其
外
諸
算
用
を
可
被
相
調
由
申
、
差
渡
候
へ
共
、
無
其
甲
斐
、
算
用
な
と
の
儀
も
人
任
セ
ニ

候
て
被
置
候
故
、
出
入
有
之
候
而
、
子
今
不
相
澄
事
二
候
、
其
後
、
石
井
修
理
江
戸
へ
罷
越
候
刻
、
公
低
料
之
蔵
入
相
渡
候

ハ
A
、
御
苫
請
之
刻
、
其
外
諸
事
相
調
、
借
銀
も
漸
々
二
彿
可
中
候
由
、
親
類
中
な
被
申
越
候
付
而
、
幸
二
存
、
又
々
蔵
入
相

渡
候
処
二
、
結
句
算
用
方
な
と
二
出
入
有
之
而
、
借
銀
少
も
子
分
彿
な
と
も
無
之
候
ツ
、
其
ま
A
に
て
召
置
候
ハ

A
諸
事
難
調
、

出
入
な
と
も
可
有
之
鉢
二
見
及
候
付
而
、
又
修
理
・
兵
部
へ
申
付
候
ツ
る
、
跡
々
之
鉢
、
右
之
分
二
候
條
、
今
度
其
方
へ
引
渡

候
間
、
万
事
仕
配
之
心
持
可
入
候

こ
の
書
状
内
容
よ
り
、
先
年
「
蔵
入
一
職
」

1
1
大
名
財
政
に
関
す
る
諸
権
限
を
委
任
さ
れ
た
「
親
類
」
層
が
十
分
に
そ
の
機
能
を
果
た

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
親
類
」
と
は
こ
の
時
期
の
書
状
に
登
場
す
る
多
久
茂
辰
を
中
心
と
す
る
家
臣
暦
、
就
中
、
竜
造

(70) 

寺
四
家
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
親
類
」
層
に
よ
る
財
政
運
用
義
務
の
不
履
行
の
背
景
に
は
藩
政
上
の
多
様
な
問
題
が
想
定

さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
元
和
七
年
竜
造
寺
四
家
が
実
施
し
た
―
―
一
部
上
地
が
期
限
付
き
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
結
局
「
公
田
」

1
1
蔵

入
地
化
さ
れ
戻
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
鍋
島
氏
へ
の
潜
在
的
な
不
満
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
よ
り
基
本
的
に
は
本
来
竜
造
寺

四
家
が
藩
・
大
名
領
国
内
に
一
円
的
な
知
行
地
を
有
し
、
大
名
権
力
1
1
鍋
島
氏
か
ら
の
相
対
的
独
目
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鍋
島
氏
1
1
大
名
権
力
に
よ
る
藩
政
運
営
、
財
政
再
建
策
の
施
行
に
際
し
、
竜
造
寺
執
政
体
制
は
元
和
三
部
上
地

を
王
導
し
た
多
久
安
順
を
首
班
と
し
て
す
で
に
定
着
し
、
か
つ
不
可
欠
な
編
成
原
理
と
な
っ
て
い
た
。
安
順
の
養
子
茂
辰
に
云
蔵
入
一

職」

1
1
大
名
財
政
運
用
の
権
限
が
「
蔵
役
之
俄
、
先
様
ハ
一
人
二
而
も
可
然
」
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
「
親
類
」
層
の
な
か
か
ら
と

く
に
全
面
委
任
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
多
久
氏
を
中
核
に
樅
い
た
竜
造
寺
執
政
体
制
の
定
着
・
強
化
を
勝
茂
が
企
図
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
茂
辰
は
こ
の
年
（
寛
永
―

0
年
）
、
借
銀
が
嵩
ん
だ
「
深
負
」
の
家
臣
に
つ
い
て
は
、
家
臣
が
所
属
す
る
「
与
私
」
の
与
頭

(
7
4
)
 

が
「
其
蜘
行
を
預
り
命
継
斗
り
当
介
、
其
余
二
而
年
々
払
、
皆
済
之
硼
其
主
へ
差
返
」
と
し
て
、
家
中
財
政
を
与
頭
の
責
任
に
お
い
て

再
建
す
る
こ
と
を
進
言
し
て
お
り
、
さ
ら
に
翌
―
一
年
に
は
、
「
深
負
」
の
家
臣
の
み
な
ら
ず
全
員
が
知
行
を
差
し
分
け
て
与
頭
に
禎

け
る
こ
と
を
申
し
述
べ
ご
。
茂
辰
は
「
ゆ
い
」
の
論
理
に
基
づ
く
新
た
な
家
中
借
銀
対
策
を
構
想
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
寛
永
―
―

(76) 

年
―
二
月
二
六
日
に
家
臣
の
紡
規
定
お
よ
び
加
勢
銀
規
定
を
勝
茂
が
茂
辰
へ
命
じ
た
の
も
、
以
上
の
背
景
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
、
多
久
安
順
を
中
心
と
す
る
「
親
類
」
陪
に
替
わ
り
、
多
久
茂
辰
が
竜
造
寺
執
政
体
制
の
強
化
を
通
じ
て
大
名
財
政
運
用
を

一
元
的
に
掌
捏
す
る
段
階
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

②
竜
造
寺
執
政
体
制
の
強
化
と
財
政
運
用

咸
入
一
職
」
が
委
任
さ
れ
た
多
久
茂
辰
は
、
寛
永
ロ
一
年
六
月
「
国
元
諸
事
仕
配
」
が
申
し
付
け
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
い
神
代
常
親
・

(77)

（

78) 

鋼
島
茂
賢
が
茂
辰
後
見
、
鍋
島
茂
利
・
大
木
統
清
が
大
横
目
、
さ
ら
に
諌
早
直
孝
・
鍋
島
茂
網
が
茂
辰
の
談
合
役
と
さ
れ
た
。
多
久
＂
戊

辰
へ
の
権
力
集
中
化
、
す
な
わ
ち
多
久
氏
を
首
班
と
し
た
竜
造
寺
執
政
体
制
の
強
化
が
新
た
に
鍋
島
氏
一
門
・
重
臣
・
竜
造
寺
系
有
力

家
臣
な
ど
を
布
陣
に
加
え
こ
こ
に
実
現
し
た
。
茂
辰
へ
の
こ
の
よ
う
な
権
力
集
中
化
は
、
大
名
財
政
運
用
に
対
す
る
権
限
の
拡
大
・
一

冗
化
を
伴
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
委
任
さ
れ
て
い
た
蔵
入
方
の
み
な
ら
ず
、
小
物
成
・
公
儀
料
と
い
う
い
わ
ば
藩
主
機
密
費

ま
で
茂
辰
に
一
任
さ
い
、
こ
の
茂
辰
の
管
掌
の
も
と
中
野
茂
利
・
諸
岡
茂
之
に
、
寛
永
六
な
い
し
七
年
以
降
―
―
分
さ
れ
て
い
た
蔵
入

初
期
大
名
権
力
と
財
政
連
用
形
態
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財
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運
用
形
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(81) 

（
「
両
蔵
入
」
）
の
運
用
（
「
大
遣
方
」
）
が
改
め
て
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
茂
辰
に
一
元
化
さ
れ
た
大
名
財
政
1
1
蔵
入
方
運
用
に
関
す
る

単
一
法
令
が
、
同
日
（
寛
永
一
―
一
年
六
月
―
―
三
日
）
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
の
蔵
入
方
法
令
に
比
較
す
れ
ば
具
体
性
に
欠
け
る
も
の
の
、
合
理
的
法
体
系
の
整
備
運
用
に
基
づ
く
藩
政
運
営
の
前
駆
を

な
す
一
環
と
捉
え
れ
ば
、
そ
の
画
期
性
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
以
下
に
引
用
し
て
検
討
を
加
え
よ
う
。

蔵
入
方

一
、
十
一
；
ヶ
月
之
割
悪
敷
所
二
て
仕
替
之
、
可
然
事

（
記
岡
茂
之
）

一
、
両
蔵
人
、
彦
右
衛
門
・
内
匠
、
今
之
ま
A
に
て
可
然
存
候
事

一
、
借
銀
返
弁
、
毎
年
子
分
彿
い
た
し
、
三
年
ニ
一
度
、
余
銀
二
て
、
利
足
彿
之
上
二
返
弁
之
事

（

勝

屋

茂

為

）

（

関

治

灰

）

一
、
算
用
之
儀
、
江
戸
・
大
坂
之
儀
者
、
勝
屋
勘
右
衛
門
•
関
将
監
・
鹿
江
茂
左
衛
門
、
可
相
究
候
事

一
、
国
元
・
下
関
・
姪
之
浜
、
小
物
成
算
用
究
之
儀
者
、
諸
岡
彦
右
衛
門
相
究
候
上
、
美
作
可
相
改
事

一
、
諸
算
用
之
大
目
安
、
美
作
手
前
合
、
一
年
ニ
一
度
宛
、
見
可
申
事

一
、
十
ニ
ヶ
月
之
割
付
之
外
、
於
江
戸
・
上
方
、
金
銀
米
諸
色
出
方
筈
出
手
、
勝
屋
勘
右
衛
門
•
関
将
監
・
鹿
江
茂
左
衛
門
江
申

一
、
十
ニ
ヶ
月
之
割
付
外
、
国
元
・
下
関
・
姪
之
浜
、
金
銀
米
諸
色
出
方
筈
出
手
、
美
作
、
諸
岡
彦
右
衛
門
江
申
付
候
事

"82) 

以
上

こ
の
規
定
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
―
ニ
ヶ
月
の
年
間
予
算
編
成
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
世
大
名
領
で
は
大
名
財

政
の
成
立
過
程
で
漸
次
予
算
制
度
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
初
か
ら
一
年
間
の
予
算
編
成
が
実
施
さ
れ
て
い

〈

83)

た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
佐
賀
藩
の
場
合
、
慶
長
一

0
年
の
規
定
に

（
納
宮
千
兵
衛
）

一
、
其
方
請
取
置
八
木
之
骰
、
石
井
伊
兵
衛
又
其
方
ハ
両
人
ほ
と
相
付
、
蔵
出
入
可
申
付
事

付
候
事
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の
時
期
作
成
さ
れ
た
目
安
（
表
6
)

の
記
載
様
式
に
も
反

映
（
⑤
・
⑥
項
目
参
照
）
し
て
い
る
。
算
用
究
が
江
戸
・

大
坂
の
い
わ
ば
領
外
と
下
関
・
姪
之
浜
や
小
物
成
を
含
め

た
い
わ
ば
国
元
に
分
離
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
も
表
6
に
に
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
領

外
算
用
が
⑥
・
⑦
・
⑪
、
後
者
の
国
元
算
用
が
⑩
・
⑫
．

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

が
法
的
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
、
こ
れ
は
、
こ

い
ず
れ
に
し
て
も
寛
永
―
二
年
段
階
で
年
間
予
算
制
度

め
る
。

出
目
安
が
十
分
に
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し

確
か
に
す
で
に
慶
長
九
年
前
掲
表
3
の
如
き
物
成
目
安
が

作
成
さ
れ
て
お
り
、
年
間
予
算
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
窺
え
る
が
、
同
表
に
示
す
よ
う
に
⑭
引
残
米
一
五
、

五
三

0
石
余
が
支
出
外
に
別
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
支

「
蔵
出
人
」
が
確
定
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

至
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
年
間
予
算
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
な

こ
れ
は
蔵
方
諸
役
が
未
だ
十
分
に
整
備
・
組
織
さ
れ
る
に

一
、
何
連
二
よ
ら
す
、
月
切
二
算
用
相
究
可
申
候
事

と
あ
る
よ
う
に
、
財
政
運
用
は
月
切
を
基
本
と
し
て
お
り
、

表6 寛永12年御蔵入御物成目安

収支高 項 目

93,808.685881 ①都合地米

15,095.23867 ②除米

78,713.61814 ③当有米（①―②)

81,468.59581 ④木口合米（③十口米）

51,316.96 ⑤御遣方成、但12ヶ月御定之内、米銀にて渡分

8,237.15 ⑥大坂上米に成、但12ヶ月御定之内、銀代に成

3,796.6 ⑦代銀115貫50匁にて勝屋勘左衛門、下村与四右衛門渡り、

但江戸御屋敷前御定之内、右之分除ヶ申候付而、別に差上申候

63,350.71 ⑧合（⑤＋⑥十⑦）

18, 117. 8858 ⑨残米（④ー⑧）

1,977.8 ⑩諸郷延米

9,945. ⑪銀代に成、但銀300貫目にて江戸仕上せ

2,000. ⑫置米

3,000. ⑬諸郷借米

16,922.8 ⑭合（⑩＋⑪十⑫十⑬）

1,195 0858 ⑮諸郷少宛之未進（⑨一⑭）

許） 「寛永十二年御蔵入物成目安」（「肥腸1H章録」所収）より作成。
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

⑬
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
「
蔵
入
方
」
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
領
外
・
国
元
と

も
に
経
常
支
出
と
は
別
に
「
十
ニ
ヶ
月
之
割
付
之
事
」
と
し
て
、
い
わ
ば
臨
時
支
出
が
設

定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
表
6
で
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
明
暦
三
年

段
階
の
目
安
（
後
掲
表
9
)

で
は
経
常
支
出
に
当
た
る
⑧
―
―
一
ヶ
月
惣
仕
廻
と
は
別
に
、

臨
時
支
出
の
⑨
臨
時
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
寛
永
―
―
一
年
六
月
茂
辰
に
国
元
諸
事
支
配
が
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

前
年
に
委
任
さ
れ
た
蔵
入
の
み
な
ら
ず
藩
主
機
密
費
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
小
物
成
・
公

儀
料
ま
で
も
一
仔
さ
れ
、
茂
辰
の
管
掌
下
、
中
野
茂
利
・
諸
岡
茂
之
．
勝
屋
茂
為
•
関
消

長
・
鹿
江
茂
左
衛
門
な
ど
を
通
じ
て
、
(
i
)年
間
予
算
編
成
、
(
"
l
l
)

領
外
•
国
尤
算
用
究
、

言
lll)

臨
時
支
出
の
設
定
、
な
ど
の
新
た
に
法
令
化
さ
れ
た
諸
原
則
に
従
い
、
大
名
財
政
が

連
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

寛
永
一
四
年
二
月
、
茂
辰
ぱ
「
蔵
入
方
之
儀
八
不
及
申
、
惣
家
中
支
配
之
儀
、
ガ
事
弥

云

85)

其
方
へ
相
任
セ
候
条
、
毎
年
無
滞
様
二
可
為
肝
要
之
事
」
と
、
蔵
入
方
1
1
大
名
財
政
に
加

え
惣
家
中
支
配
を
委
任
さ
れ
、
茂
辰
を
中
核
と
す
る
竜
造
寺
執
政
体
制
は
さ
ら
に
強
化
さ

れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
家
中
借
銀
高
究
が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
家
中
借
銀
を
蔵
入
へ

(86) 

加
え
る
方
針
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
寛
永
六
年
に
勝
茂
が
提
示
し
た
大
名
財
政
と
家

中
財
政
を
一
休
化
し
た
借
銀
返
済
策
、
お
よ
び
茂
辰
自
身
が
寛
永
一

O~―
一
年
に
か
け

て
安
順
に
披
歴
し
た
家
中
財
政
を
与
頭
の
責
任
に
お
い
て
再
建
す
る
と
い
う
政
策
の
延
長

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
い
わ
ば
「
ゆ
い
」
の
論
理
を
基
調
と
し
た
財
政
再
建
策
で
あ
っ

表7 「島原の乱」陣中諸費用（寛永14~5年）

収 支 高 項 目

226.貫 ①銀子

45.476.匁7 ②甲非守（鍋島直澄）直段100目付2石

15,734.石91 ③米

8,468.178 ④白米、直段銀100目二付2石

(7,266.732) ⑤赤米、直段銀100目二付2.3石

1,965.艮378.匁6 ⑥右銀米惣合銀二/

註） 「月堂様御代覚＊」より作成
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

付
、
度
元
二
而
之
万
遣
方
之
俵
ハ
、

た
。
寛
永
一
四
年
の
蔵
入
方
と
惣
家
中
支
配
の
茂
辰
へ
の
一
元
化
は
、

一
、
四
五
―
一
貫
か
ら
一
一
、

二
0
0貫
に
逹
し
て
い

へ
の
出
陣
に
よ
り
年

か
か
る
蔵
入
・
家
中
の
財
政
再
建
が
主
要
な
眼
目
で
あ
っ
た
と

と
こ
ろ
が
、
同
年
一

0
月
、
島
原
・
天
草
一
揆
（
い
わ
ゆ
る
「
島
原
の
乱
」
）
が
勃
発
し
た
。
こ
の
時
の
鍋
島
氏
の
陣
中
諸
費
用
は

表
7
に
示
す
よ
う
に
、
銀
に
換
算
し
て
⑥
一
、
九
六
五
貫
三
七
八
匁
六
分
で
あ
っ
た
。
当
時
白
米
の
換
銀
率
が
一

0
0
目
に
つ
き
二
石
、

赤
米
が
ニ
・
三
石
で
あ
り
、
白
米
と
赤
米
の
比
率
が
表
7
の
④
・
⑤
と
同
程
度
と
推
定
し
、
両
者
平
均
の
換
銀
率
が
一

0
0
目
に
つ
き

ニ
・
一
五
石
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
諸
費
用
総
額
一
、
九
六
冗
貫
余
は
四
―
-
、
二
万
五
石
余
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
寛
永

―
―
―
年
段
階
（
表
6
)

に
お
け
る
都
合
地
米
九
三
、
八

0
八
石
余
の
四
五
％
に
当
た
る
。

つ
ま
り
「
島
原
の
乱
」

間
蔵
入
総
収
入
の
半
分
近
く
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
以
上
の
出
費
で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
名
財
政
の
窮

乏
化
は
決
定
的
と
な
っ
た
。
前
掲
表
4
に
よ
れ
ば
、
寛
永
六
年
の
蔵
人
借
銀
＾
『
、
ヒ
五

0
貫
が
寛
永
二

0
年
に
は
一
万
貫
に
逹
し
て
い

る
が
、
こ
の
著
し
い
増
加
は
「
品
原
の
乱
」
を
大
き
な
画
期
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

-87) 

蔵
入
財
政
と
並
行
し
家
中
財
政
も
深
刻
な
危
機
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
の
具
体
相
は
寛
永
／
七
年
―
一
月
一
三
日
、
勝
茂
が
鍋
島
直
弘
な

函
3

)

ど
へ
送
っ
た
書
状
中
の
「
家
中
之
者
私
之
借
銀
多
ク
候
而
、
其
年
之
物
成
大
半
返
弁
中
候
故
、
雌
凌
様
子
と
相
聞
」
と
い
う
記
述
よ
り

窺
い
知
ら
れ
、
表
4
に
よ
れ
ば
寛
永
六
年
か
ら
同
一
五
年
に
か
け
て
家
中
借
銀
は
、

た
。
こ
こ
に
「
島
原
の
乱
」
勃
発
前
の
寛
永
一
四
年
二
月
に
示
さ
れ
た
蔵
入
・
家
中
借
銀
対
策
は
挫
折
を
余
低
な
く
さ
れ
、
人
名
財
政

運
用
の
基
調
は
借
銀
対
策
よ
り
も
基
本
的
な
問
坦
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。
蔵
人
地
支
配
1
1

物
成
徴
収
機
構
の
強
化
が
そ
れ
で
あ
る
が
、

む
し
ろ
こ
こ
に
は
、
領
主
圏
の
深
刻
な
危
機
意
識
が
集
中
的
に
露
呈
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
島
原
の
乱
」
後
の
寛
永
一
六
年
五
月
一
五
日
、
勝
茂
は
＂
戊
辰
と
国
元
お
よ
び
小
物
成
算
用
の
責
任
者
で
あ
っ
た
諸
岡
茂
之
へ

一
、
蔵
入
所
務
第
一
之
儀
候
條
、
代
官
其
外
役
者
共
へ
も
、
弥
念
を
人
候
様
二
可
被
申
付
事

い
え
よ
う
。

公
儀
之
儀
二
候
ヘ
ハ
、
よ
し
め
候
事
、
不
相
成
候
、
於
其
地
、
牧
等
不
存
二
少
に
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

一
年
切
二
不
相
澄

て
も
造
作
入
候
儀
、
弥
相
止
、
可
然
之
事

一
、
蔵
入
方
此
中
之
諸
算
用
、
如
定
置
候
、
一
年
切
二
相
澄
候
哉
、
承
度
候
、
算
用
相
究
候
儀
、
延
引
候
て
、

儀
、
役
者
共
造
方
、
次
年
之
物
成
を
前
々
年
之
遣
方
二
取
越
、
紛
可
有
之
と
存
候
、
算
用
究
会
所
迄
も
相
立
、
役
者
申
付
召
置

候
慮
二
、
如
定
不
仕
切
儀
、
不
審
二
存
候
、
先
様
之
低
、
無
滞
、
こ
ヰ
切
二
相
澄
候
様
二
、
堅
可
被
申
付
候
、
寛
永
十
四
年
迄

之
算
用
ハ
相
澄
た
る
様
二
承
候
、
於
其
儀
ハ
、
能
存
候
者
一
人
相
副
、
急
度
目
安
此
方
へ
可
差
上
候
、
算
用
方
つ
か
へ
候
て
有

(89) 

之
二
付
而
申
事
候

と
い
う
内
容
を
含
ん
だ
〗
見
出
を
示
し
た
。
こ
の
中
で
蔵
入
所
務
方
が
藩
政
上
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
代
官
を
は
じ
め

と
す
る
物
成
徴
収
に
当
た
る
諸
役
者
管
理
の
徹
底
を
促
す
と
と
も
に
、
蔵
入
算
用
の
一
年
切
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
同

年
―
一
月
一
九
日
、
再
び
茂
辰
と
茂
之
に
対
し
、
米
種
植
付
に
関
し
、
中
田
よ
り
も
晩
田
の
方
が
高
米
価
で
売
却
で
ぎ
、
し
か
も
他
国

590) 

産
が
少
な
く
市
場
価
値
が
高
い
こ
と
を
理
由
に
、
蔵
入
地
・
知
行
地
を
問
わ
ず
「
晩
田
一
職
耕
作
」
を
命
じ
た
。
蔵
入
地
支
配
の
強
化

は
、
代
官
な
ど
の
物
成
徴
収
役
者
に
対
す
る
管
理
・
統
轄
に
と
ど
ま
ら
ず
、
知
行
地
を
も
射
程
に
い
れ
た
米
種
植
付
の
問
題
ま
で
お
よ

ん
だ
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
小
物
成
に
つ
い
て
も
指
示
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
小
物
成
地
の
集
中
化
と
そ
の
た
め
の
代
官
の
選
任
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
小
物
成
に
は
「
年
々
究
出
候
小
物
成
」
と
「
此
中
よ
り
之
小
物
成
」
の
一
形
態
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は

藩
主
の
家
政
的
部
分
を
賄
う
も
の
で
、
「
白
石
秀
之
屋
敷
廻
り
二
、
一
所
二
寄
せ
」
と
、
杵
島
郡
白
石
地
域
に
集
中
さ
れ
よ
う
と
し
て

(92) 

い
た
。
と
こ
ろ
で
小
物
成
は
藩
主
機
密
費
と
さ
れ
と
く
に
幕
末
期
に
は
藩
財
政
に
お
い
て
重
要
と
な
る
掛
硯
方
財
源
の
主
た
る
収
入
と

(93} 

な
る
。
慶
長
一
六
年
米
三
、

0
四
四
石
七
斗
一
升
一
合
、
寛
永
六
年
六
‘
―
―
―
八
三
石
一
叫
斗
、
承
応
二
年
九
、
ヒ
八
三
石
亡
斗
七
升
九
合

る
％
）

と
、
藩
政
初
期
よ
り
漸
次
増
加
し
て
い
く
が
、
「
島
原
の
乱
」
後
と
い
う
深
刻
な
大
名
財
政
窮
乏
化
の
な
か
で
、
と
く
に
小
物
成
徴
集

の
強
化
が
企
図
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
同
年
閏
―
一
月
一
五
日
、
勝
茂
は
茂
辰
・
茂
之
に
対
し
て
小
物
成
方
を
石
井
七
左
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

で
あ
る
。

8
 

蔵
入
借
銀
一
万
貫
（
前
掲
表
4
)
に
達
し
て
い
た
の
表

い
財
政
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
寛
永
二

0
年
に
は
、

済
め
ど
が
立
た
な
い
借
銀
を
も
計
上
せ
ね
ば
な
ら
な

右
少
分
二
而
も
手
付
無
之
事
」

の
よ
う
に
、
全
く
返

「
残
銀
不
足
」

の
ほ
か
に
⑰
「
江
戸
上
方
借
銀
成
立

衛
門
・
土
肥
喜
右
衛
門
へ
申
し
付
け
る
こ
と
を
指
示

(95) 

し
た
。
寛
永
―
二
年
七
月
多
久
茂
辰
と
諸
岡
茂
之
に

(96) 

小
物
成
方
が
委
任
さ
れ
て
い
た
が
、
い
わ
ば
専
任
奉

政
の
窮
乏
化
の
進
行
は
、
家
中
借
銀
を
蔵
入
方
借
銀

に
加
え
て
返
済
す
る
と
い
う
「
ゆ
い
」
の
論
理
を
基

調
と
し
た
計
画
を
挫
折
さ
せ
、
直
接
の
借
銀
対
策
よ

り
も
、
む
し
ろ
基
本
的
な
蔵
入
地
支
配
の
強
化
に
主

眼
が
移
り
、
代
官
支
配
・
米
種
植
付
・
小
物
成
地
の

集
中
化
と
そ
の
専
任
奉
行
の
設
置
と
い
う
よ
う
な
施

策
が
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
表
8
と
し
て
示
し
た

(97) 

寛
永
一
八
年
「
両
蔵
入
物
成
目
安
」
に
よ
れ
ば
、
⑯

こ
の
よ
う
に
「
島
原
の
乱
」
後
の
大
名
・
家
中
財

行
に
小
物
成
方
が
移
管
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

寛永18年両蔵入物成目安

収支高 項 目

114,017芍 ①合地米

米 40,850. ②当除キ有

73,167.5 ③残有米（①―②)

収 2,295. ④口米〈白石口米除テ〉

75,462.5 ⑤本口合米（③＋④）

支 34,275 8 ⑥御定米二而御遣方

41,186.7 ⑦米御遣方（⑤一⑥）

971．貫470匁 ⑧御定銀二而御遣方

換
1,463.091 ⑨江戸臨時御遣方

480. ⑩京御借銀本捨利払

120 800 ⑪江戸御借銀利払
銀

120. ⑫長崎本捨利払

llO. ⑬寛永18年肋銀差次
収
3,265.361 ⑭合銀（⑧＋⑨十⑩十⑪十⑫十⑬）

1,872 120 ⑮当御物成代ヨリ
支 1,393.241 ⑯残銀不足（⑭ー⑮）

凡900. ⑰江戸上方御借銀成立、右少分二而も手付無之事

註） 「寛永十八年御両蔵入御物成目安」（「月堂様御代覚書」所収）より作成。
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蔵
方
頭
人
制
の
確
ヴ

四

新
た
な
運
用
形
態
の
な
か
で
継
承
・
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
多
久
茂
辰
を
首
班
と
す
る
竜
造
寺
執
政
体
制
1
1
権
力
編
成
に
よ
る
人
名
財
政
運
用
は
、
い
わ
ば
「
ゆ
い
」

の
論
理
に
基
づ
い
た
大
名
・
家
中
財
政
の
再
建
を
前
提
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
寛
永
一
四

i
五
年
の
「
島
原
の
乱
」
出
陣
に
お
け
る

多
大
な
臨
時
出
費
に
起
因
し
て
、
所
斯
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
な
く
、
茂
辰
自
ら
が
私
借
銀
を
つ
く
っ
て
罷
免
さ
れ
（
次
節
参
照
）
、

新
た
な
運
用
形
態
へ
と
変
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
い
わ
ば
茂
辰
体
制
に
よ
り
創
出
さ
れ
セ
大
名
材
政
連
用
の
諸
原
則
は
、

蔵
方
頭
人
制
の
確
立
と
特
質

"98) 

正
保
一
＿
一
年
九
月
二
日
、
茂
辰
は
鍋
島
直
澄
・
同
匝
弘
を
通
じ
て
返
済
不
能
な
秤
の
借
銀
を
つ
く
っ
た
こ
と
を
申
し
出
、
上
地
（
定
米

品

99)

二、

0
0
0
石
）
を
条
件
に
そ
の
借
銀
を
蔵
入
方
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
願
い
上
げ
た
。
藩
政
連
常
に
あ
た
っ
て
藩
主
勝
茂
か
ら
強
力

な
権
限
を
与
え
ら
れ
、
と
く
に
大
名
財
政
再
建
を
自
ら
王
蒋
し
て
い
く
立
場
に
あ
っ
た
茂
辰
だ
け
に
、
そ
の
進
退
は
微
妙
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
結
論
は
た
だ
ち
に
出
さ
れ
た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
茂
辰
が
私
借
銀
に
つ
い
て
申
し
出
た
―
二

n後
に
あ
た
る
九
月
一
四

日
、
茂
辰
と
と
も
に
寛
永
期
藩
政
に
重
要
な
機
能
を
果
た
し
、
と
く
に
大
名
財
政
運
用
に
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
た
諸
岡
茂
之
が
、

(100) 

百
姓
に
非
分
を
加
え
た
と
し
て
罷
免
さ
れ
た
。
石
井
孝
成
が
後
任
に
就
い
て
い
る
。
な
お
こ
の
時
、
「
家
中
知
行
悪
所
者
」
の
所
替
が

(IOl) 

指
示
さ
れ
、
無
借
銀
の
家
中
へ
の
襄
詞
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
知
行
政
策
・
家
中
財
政
に
対
す
る
新
た
な
政
策
が
、

硲

102)

茂
之
罷
免
と
同
時
に
示
逹
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
同
年
―
一
月
一
七

H
、
勝
茂
は
茂
辰
に
対
し
請
役
罷
免
を
通
告
し
た
。
請
役

と
は
茂
辰
に
集
中
さ
れ
た
よ
う
な
強
力
な
権
限
を
有
す
る
執
政
休
制
の
首
脳
で
あ
る
。
も
っ
と
も
家
老
役
と
し
て
の
地
位
が
保
障
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
茂
辰
1
1
竜
造
寺
系
有
力
家
臣
の
政
治
的
地
位
が
窺
え
る
も
の
の
、
請
役
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
久
氏
を

首
班
と
す
る
竜
造
寺
執
政
体
制
1
1
権
力
編
成
は
一
応
の
終
止
符
を
う
っ
た
。
勝
茂
は
茂
辰
の
罷
免
に
際
し
、
請
役
を
「
別
人
可
申
」
と
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

し
て
い
た
が
、
そ
の
地
位
に
就
い
た
の
は
鍋
島
茂
網
（
武
雄
）

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
ぃ
戊
綱
を
請
役
と
す
る
権
力
編
成
が
成
立
し
、
こ

の
意
味
で
は
武
雄
鍋
島
氏
を
首
班
と
し
て
竜
造
寺
執
政
体
制
は
継
続
し
、
鍋
島
氏
佐
賀
藩
に
お
い
て
定
眉
・
固
定
化
し
た
と
い
う
見
解

ニ
訊
）

が
成
立
し
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
藩
政
初
期
よ
り
分
家
・
創
設
さ
れ
て
き
た
鍋
島
氏
一
門
の
権
限
が
漸
次
維
政
上
強
化
さ
れ
て
い
っ

た
事
実
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
町
保
1

一
年
の
茂
辰
罷
免
以
降
の
段
階
を
、
竜
造
守
執
政
体
制
に
対
し
て
鍋
島
氏
が
独
自
の

権
力
編
成
原
理
を
構
築
し
よ
う
と
志
向
し
た
時
期
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
藩
体
制
を
規
定
す
る
諸
原
則
が
法
令
化
・
集
大
成

(105) 

化
さ
れ
る
の
が
こ
の
時
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
の
よ
う
な
鍋
島
一
門
を
中
心
と
す
る
権
力
編
成
の
集
中
・
強
化
は
、
大
名
財

多
久
茂
辰
に
罷
免
を
通
告
し
た
同
日
（
正
保
三
年
―
一
月
一
七
日
）
、
勝
茂
は
鍋
島
直
澄
・
同
直
弘
な
ど
の
鍋
島
一
門
居
に
対
し
て

次
の
よ
う
な
方
針
を
示
し
た
。

一
、
何
も
如
存
、
蔵
入
借
銀
大
分
二
成
立
、
利
足
払
之
校
量
も
無
之
、
以
来
何
と
可
相
成
哉
、
迷
惑
無
此
上
候
（
中
略
）
、
何
と

そ
五
ヶ
年
之
間
二
責
而
毎
年
之
利
足
を
も
無
恢
怠
相
払
、
臨
時
之
逍
方
有
之
共
、
借
銀
不
培
様
二
可
仕
と
存
候
条
、
其
心
得
可

被
申
候
（
中
略
）
、
然
上
者
此
中
合
如
申
定
候
、
用
段
之
借
銀
其
外
蔵
入
合
成
替
り
之
類
之
儀
、
就
中
五
、
六
年
之
問
弥
令
停

云瞑，一

庄
候

す
な
わ
ち
、
蔵
入
借
銀
が
多
額
に
上
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、

(
i
)
今
後
五
ヶ
年
の
間
毎
年
利
足
（
息
）
だ
け
で
も
支
払
う
こ
と
、

(

＂

11)

そ
の
た
め
蔵
入
か
ら
家
臣
等
へ
の
立
替
銀
（
「
用
段
之
借
銀
」
）
な
ど
は
今
後
互

i
六
年
の
間
停
止
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
茂
辰

の
請
役
罷
免
と
同
時
に
直
澄
・
直
弘
な
ど
の
鍋
島
．
門
に
蔵
人
借
銀
対
策
が
示
逹
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
権
力
中
枢
部
の
交
代
が
君
取
さ

れ
、
そ
れ
は
同
日
の
知
行
政
策
・
家
中
財
政
に
対
す
る
新
た
な
政
策
志
向
（
先
述
）
と
相
即
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

(107) 

正
保
四
年
四
月
二

0
日
付
勝
茂
書
状
は
、
国
役
を
申
し
付
け
た
家
臣
で
不
届
を
構
え
た
も
の
に
対
す
る
処
僧
（
知
行
取
上
）
を
指
示

し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
宛
所
は
、
茂
辰
罷
免
直
後
の
新
た
な
権
力
編
成
を
小
し
た
も
の
と
し
て
沖

H
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鍋

政
運
用
に
い
か
な
る
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

盃

103)

島
勝
茂
の
八
男
で
白
石
鍋
島
家
を
創
設
し
た
鍋
島
直
弘
を
筆
朗
に
、
茂
辰
の
後
任
で
諮
役
の
鍋
島
茂
綱
、
前
年
請
役
を
罷
免
さ
れ
つ
つ

も
そ
の
ま
ま
家
老
役
と
さ
れ
て
い
た
多
久
茂
辰
、
茂
綱
・
茂
辰
同
様
竜
造
寺
四
家
の
―
つ
で
あ
る
諌
早
茂
敬
、
藩
政
初
期
勝
茂
の
側
近

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
鍋
島
生
三
の
嫡
子
茂
泰
、
そ
れ
に
前
年
九
月
の
諸
岡
茂
之
の
罷
免
に
際
し
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
石

井
孝
成
が
そ
の
構
成
者
で
あ
っ
た
。
鍋
島
直
弘
が
筆
頭
で
あ
り
、
請
役
の
茂
網
が
直
弘
の
次
席
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
当
該
段
隋
で
の
権

力
構
成
者
の
事
実
上
の
首
班
の
地
位
に
直
弘
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
、
諸
岡
茂
之
の
後
任
石
井
孝
成
が
連
署
者
を
構
成

し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
権
力
中
枢
の
構
成
の
な
か
、
直
弘
に
大
名
財
政
1
1

「
御
蔵
方
都
合
」
が
委
任
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
、
御
蔵
方
都
合
之
儀
、
某
承
候
様
二
と
被
仰
付
、
内
々
役
者
共
へ
某
吟
味
な
と
仕
儀
二
御
座
候
、
併
某
共
心
遣
仕
候
て
も
、
曽

而
其
詮
も
御
座
有
間
敷
儀
二
致
存
候
、
今
迄
之
通
之
御
遣
方
二
候
ヘ
ハ
、
当
年
も
凡
七
、
八
百
貫
目
も
不
足
可
仕
か
と
、
役
者

共
申
儀
二
御
座
候

〈
勝
茂
）

一
、
此
跡
信
州
御
事
、
長
崎
御
す
け
番
二
付
、
両
年
宛
御
在
田
被
成
候
故
、
西
目
づ
く
に
相
調
り
申
た
る
儀
二
御
座
候
（
中
略
）

若
又
毎
年
御
参
勤
被
遁
義
共
二
候
ハ
ハ
、
御
家
中
も
弥
行
詰
り
、
諸
事
御
為
二
不
可
然
儀
而
己
可
有
御
座
と
奉
存
候

（
鍋
品
百
弘
）
（
109
）

こ
の
史
料
は
「
御
蔵
山
城
守
」
よ
り
引
用
し
た
も
の
だ
が
、
直
弘
は
「
内
々
役
者
共
へ
某
吟
味
な
と
仕
」
と
財
政
実
態
の
調
査
を
独

自
に
実
施
し
、
従
前
の
よ
う
な
支
出
を
行
っ
た
場
合
、
当
年
も
七

i
八
0
0貫
の
不
足
銀
が
で
る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
、
囲
弘
の
財

政
再
建
へ
の
熱
意
と
従
来
の
財
政
運
営
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
「
御
蔵
山
城
守
」
は
、
大
名
財
政
運
用
の
責
任
者
と
な
っ
た

直
弘
が
独
自
の
財
政
調
査
を
踏
ま
え
勝
茂
側
近
を
通
じ
て
種
々
の
進
言
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
直
弘
に
蔵
方
都
合
が
委
任
さ
れ

た
時
期
は
明
か
で
は
な
い
。
た
だ
引
用
史
料
の
第
二
項
目
は
長
崎
警
備
に
つ
ぎ
両
年
（
実
際
に
は
一
年
半
）
在
国
を
申
請
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
慶
安
二
年
に
は
江
戸
参
勤
が
半
年
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
直
弘
の
財
政
調
杏
に
多
少
の
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
、
直
弘
に
蔵
方
都
合
が
委
任
さ
れ
た
の
は
、
正
保
三
年
よ
り
慶
安
元
年
の
間
の
可
能
性
が
高
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
茂
辰
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成
目
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
②
地
米
（
蔵
入
収
入

が
罷
免
さ
れ
た
同
日
に
蔵
入
借
銀
に
閃
し
て
直
澄
な
ど
と
と
も
に
直
弘
へ
も

指
示
さ
れ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
は
茂
辰
の
罷
免
直
後
に
は
蔵
方
都
合
が
直
弘

集
中
さ
れ
た
わ
け
で
、
請
役
と
な
っ
た
茂
網
は
財
政
運
用
権
を
直
接
掌
握
は

(llO) 

し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
直
弘
管
掌
の
も
と
、
財
政
運
用
の
形
態
は
重
要
な

画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
第
一
に
大
名
財
政
が
借
銀
方
と
蔵
入

方
に
分
離
さ
れ
て
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
茂
辰

体
制
下
に
お
い
て
成
立
し
て
い
た
蔵
方
顕
人
制
が
定
着
し
た
こ
と
で
あ
る
。

(1119 

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
藩
法
を
集
成
し
た
「
鳥
ノ
子
御
帳
」
所
収

の
「
借
銀
方
一
通
」
と
「
諸
算
用
一
通
」

れ
も
「
同
」

三
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
最
初
が
借
銀
方
、
後
者
二
つ
が
蔵

入
方
に
つ
い
て
の
法
令
で
あ
る
。
ま
ず
借
銀
方
に
つ
い
て
は
国
元
と
江
戸
と

に
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
が
設
定
さ
れ
、
直
弘
が
こ
れ
ら
の
役
者
を
統

轄
す
る
「
借
銀
方
存
候
役
者
都
合
」
と
さ
れ
た
。
す
で
に
一
万
貫
を
越
え
て

い
た
借
銀
に
対
し
て
（
前
掲
表
4
参
照
）
、
専
任
の
奉
行
が
任
命
さ
れ
蔵
人

方
か
ら
分
離
独
立
し
て
借
銀
対
策
に
あ
た
る
体
制
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

表
9
は
借
銀
方
が
す
で
に
蔵
入
方
か
ら
分
離
し
て
い
た
明
暦
一
一
年
＇
の
蔵
入
物

初
期
大
名
権
力
と
財
政
連
用
形
態

1
0
五、

0
0

「
蔵
入
方
二
付
て
之
覚
」
（
い
ず

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
名
財
政
運
用
に
対
す
る
権
限
は
茂
辰
か
ら
直
弘
に

に
委
任
さ
れ
た
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

表 9 明暦3年蔵入物成凡目録

収入米高 項 目

10,000. {, ①借銀返弁地米除テ

105,000. ②地米（蔵入収入）

(115,000.) ③ （総蔵入収入高＝合地米・都合米）

26,250. ④当落米（但2部半二/)

78,750. ⑤残有米（②―④)

2,756 25 ⑥口米（但4部口米之内、半ハ代官料二/へ

3部半之分）

81,506.25 ⑦本口合米（⑤＋⑥）

70,361.42 ⑧12ヶ月惣仕廻

11,144.83 ⑨臨時科

註） 「明膠三年蔵入物成凡H録」（「明歴三年十ニヶ月惣仕廻目録・貞享
元年御印帳之写江戸諸算用方付而申渡」所収）より作成。
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借
銀
方
と
別
に
分
離
さ
れ
た
蔵
入
方
に
関
す
る
こ
と
が
第
二
の
点
で
あ
る
。
蔵
入
方
も
借
銀
方
同
様
直
弘
の
管
掌
下
に
あ
っ
た
も
の

の
、
と
く
に
「
蔵
方
頭
人
」
と
い
う
専
任
奉
行
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
寛
永
期
の
茂
辰
休
制
下
で
は
、
日
元
算
用
を
担

当
し
て
い
た
諸
岡
茂
之
が
こ
の
役
職
に
相
当
し
よ
う
。
そ
の
権
限
を
整
備
・
強
化
し
て
法
令
化
し
、
こ
の
役
職
を
中
心
に
蔵
入
方
1
1
大

名
財
政
が
連
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
直
弘
管
掌
下
に
お
け
る
大
き
な
特
色
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
、
い
わ
ば
大
名
財
政
運

用
形
態
が
蔵
方
頭
人
制
と
し
て
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

2
 

正
保
三
年
の
多
久
茂
辰
の
請
役
罷
免
は
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
権
力
編
成
を
多
久
氏
を
首
班
と
す
る
竜
造
寺
執
政
休
制
か
ら
鍋
島
氏
一

門
1
1
鍋
島
直
弘
を
首
班
と
す
る
体
制
へ
と
変
容
さ
せ
る
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
鍋
島
茂
綱
（
武
雄
）
を
請
役
と
す
る
竜
造

寺
執
政
体
制
ぱ
、
い
わ
ば
置
弘
体
制
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
請
役
の
茂
網
に
で
は
な
く
直
弘
に
大
名
財
政
運
用
の

諸
権
限
が
集
中
さ
れ
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
、
直
弘
の
管
掌
下
、
大
名
財
政
は
借
銀
方
と
蔵
入
方
に
分
離
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従

来
の
財
政
運
用
が
借
銀
対
策
に
よ
り
多
大
の
岬
吉
を
内
包
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
大
名
財
政
の
中
心
と
な
っ

た
蔵
入
方
は
、
蔵
方
頭
人
制
の
確
立
に
よ
り
そ
の
運
用
形
態
が
定
着
化
す
る
。

で
は
、
こ
の
蔵
方
頭
人
制
は
い
か
な
る
特
質
を
有
し
て
い
た
の
か
。
「
鳥
ノ
子
御
転
」
所
収
の
蔵
入
財
政
・
蔵
入
地
支
配
を
規
定
す

る
諸
法
令
を
通
じ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
蔵
方
頭
人
を
担
当
し
た
家
臣
に
つ
い
て
で
あ
る
。
茂
辰
体
制
ド

而
~
）
（

1
1
3
)

の
事
実
卜
の
蔵
方
頭
人
に
あ
た
る
諸
岡
茂
之
は
物
成
五

0
0
石
で
あ
っ
た
。
ま
た
茂
之
の
後
任
の
石
井
孝
成
は
物
成
六
九
一
二
石
で
あ
る
。

蔵
方
頭
人
制
の
特
質

い
る
の
で
あ
る
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

0
石
は
、
す
で
に
①
「
借
銀
返
弁
地
米
」

一
万
石
を
除
い
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
①
と
②
を
合
わ
せ
た
③
―
一
五
、

0
0

0
石
が
蔵
入
地
総
収
入
と
な
る
。
こ
の
目
録
に
は
、
こ
の
よ
う
に
借
銀
方
と
蔵
入
方
が
分
離
さ
れ
た
大
名
財
政
運
用
形
態
が
反
映
し
て
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-114}

（

115) 

こ
れ
に
対
し
て
蔵
方
頭
人
制
確
立
の
段
階
に
お
い
て
は
、
相
浦
源
左
衛
門
が
そ
の
役
に
就
い
た
が
物
成
―
―
一
四

0
石
と
、
茂
之
・
孝
成
な

ど
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的
に
下
層
家
臣
が
担
当
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
一
一
に
、
こ
の
よ
う
な
家
臣
が
担
当
し
た
も
の
の
、
い
わ
ば
藩
主
直
属
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
其
方
（
相
浦
源
左
衛
門
11
蔵
方
頭

人
）
本
丸
江
詰
居
、
用
所
相
調
候
所
、
誘
罹
、
我
等
在
国
之
刻
ハ
毎
日
相
詰
可
罷
在
候
（
中
略
）
殊
更
本
丸
へ
詰
居
候
て
諸
役
者
思
入

(116) 

も
可
為
各
別
事
」
と
し
て
、
蔵
方
頭
人
は
毎
日
本
丸
詰
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
溜
主
直
属
と
い
う
威
厳
に
よ
り
諸
役
者
支
配
に
有
効
で

面〕

あ
る
ば
か
り
か
、
「
臨
時
井
入
越
候
遣
方
ハ
、
我
等
切
手
を
以
可
差
出
」
と
い
う
場
合
の
財
政
運
用
の
柔
軟
化
、
円
滑
化
の
前
提
で
も

あ
っ
た
。

第
一
―
一
に
、
こ
れ
に
と
も
な
い
財
政
運
用
に
関
し
、
強
力
で
広
範
な
権
限
が
委
任
さ
れ
た
こ
と
て
あ
る
。

定
帳
」
は
蔵
方
頭
人
の
管
轄
化
に
お
か
れ
、
藩
庫
で
あ
る
銀
蔵
・
米
蔵
役
人
は
蔵
方
頭
人
直
轄
の
下
役
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
年
間
算
用

を
作
成
す
る
諸
役
人
に
対
し
て
も
蔵
方
頭
人
が
直
接
指
示
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
諸
役
人
の
う
ち
金
銀
米
銭
支
出
を
担
当

す
る
役
人
は
、

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

「
蔵
入
十
ニ
ヶ
月
惣
仕
廻
之

一
年
交
替
と
さ
れ
、
蔵
方
頭
人
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。

第
四
に
「
公
私
万
事
相
調
候
儀
、
蔵
入
所
務
方
第
一
二
候
条
、
卒
溺
之
支
配
不
可
然
候
、
太
体
之
損
徳
を
相
考
、
兼
而
役
者
配
可
入

(IIB) 

念
事
、
附
り
、
諸
役
者
緩
セ
井
奸
謀
等
之
悪
事
ハ
、
頭
人
之
小
念
二
な
令
出
来
義
候
条
、
能
々
可
得
其
怠
事
」
と
し
て
蔵
入
地
支
配
の

権
限
が
集
中
さ
れ
、
諸
役
人
の
統
轄
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
慶
長
末
か
ら
元
和
期
に
か
け
て
鍋
島
生
―
―
一
を
中
心
に
譜
代
家
臣

に
対
し
て
大
名
財
政
運
用
と
蔵
入
地
支
配
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
ば
、
寛
永
後
期
の
；
国
原
の
乱
」
後
、
多
久
茂
辰
と

諸
岡
茂
之
が
直
接
に
蔵
入
地
支
配
強
化
の
諸
政
策
を
展
開
し
た
こ
と
の
延
長
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
場
合
と
相
違
す

る
の
は
、
蔵
方
頭
人
が
相
対
的
に
下
層
の
家
臣
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
財
政
官
僚
機
構
と
と
も
に
蔵
入
地

支
配
機
構
が
前
代
の
諸
政
策
を
通
じ
て
漸
次
整
備
・
制
度
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
い
わ
ば
未
分
化
な
行
政
機
構
が
系

統
的
に
組
織
さ
れ
、
機
構
に
よ
る
管
理
・
支
配
体
制
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蔵
方
頭
人
管
轄
．
卜
に
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

組
織
さ
れ
た
役
人
は
、
代
官
・
代
官
下
代
・
検
者
・
蔵
入
所
大
庄
屋
・
同
小
庄
屋
な
ど
で
あ
り
、
「
郡
代
甘
代
官
へ
申
渡
候
書
面
之
写

(119) 

為
心
得
相
渡
」
と
蔵
入
地
の
み
な
ら
ず
知
行
地
支
配
に
関
与
し
て
い
た
郡
代
掟
が
渡
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
蔵
入
地
と
知
行
地
の
統

一
的
な
掌
握
を
大
名
権
力
が
企
図
し
て
い
た
こ
と
を
看
取
し
得
る
。
こ
の
こ
と
は
第
五
の
特
質
の
前
提
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
第
五
の
特
質
と
は
、
こ
の
蔵
方
頭
人
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
な
政
策
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
、
此
中
蔵
入
所
少
宛
ち
り
／
＼
、
二
有
之
て
不
可
然
候
条
、
何
と
そ
瀬
々
一
所
／
＼
二
寄
候
調
儀
可
仕
候
、
私
二
不
相
成
在
所
ハ
，

我
等
へ
可
申
聞
事

一
、
先
様
加
増
井
新
地
申
付
候
者
有
之
刻
は
、
卜
り
地
之
内
合
在
所
付
仕
候
而
と
ら
せ
可
申
候
、
然
時
ぱ
其
身
知
行
之
近
所
、
又

は
勝
手
能
所
杯
二
て
、
在
所
を
望
候
儀
可
為
停
止
候
、
我
等
承
候
迄
分
別
不
申
候
得
共
、
気
味
悪
敷
候
故
申
事
候

(120) 

一
、
与
賀
・
川
副
其
外
城
近
所
井
佐
賀
山
・
神
埼
山
、
先
様
配
分
仕
間
敷
事

つ
ま
り
、

(
i
)
蔵
入
地
の
集
中
化
、
（
廿
）
知
行
地
の
蔵
入
地
内
宛
行
禁
止
、
（
出
）
城
周
辺
や
「
佐
賀
山
」
・
「
神
埼
山
」
の
蔵
入
地
占

有
・
固
定
化
と
い
う
、
知
行
地
に
対
す
る
蔵
入
地
優
先
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
釘
の
遂
行
は
当
該

段
階
に
お
い
て
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
。
承
応
二
年
、
勝
茂
は
右
の
方
針
に
甚
づ
き
、
三
根
・
養
父
・
神
埼
の
東
目
諸
郡
を
中
心
と

す
る
蔵
入
地
と
知
行
地
（
配
分
地
）
の
入
り
組
み
解
梢
と
蔵
入
地
一
、

0
0
0石
内
外
に
し
て
新
た
に
集
中
す
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
当
時
請
役
で
あ
っ
た
鍋
島
茂
網
の
「
配
分
之
百
姓
ノ
未
進
借
米
等
前
ノ
地
頭
二
相
調
不
申
シ
テ
ハ
前
ノ
地
頭
迷
惑
」
、(122) 

ま
た
多
久
茂
辰
の
「
御
蔵
入
ノ
方
ニ
テ
ハ
御
損
被
遊
テ
モ
、
配
分
地
頭
ヘ
ハ
迷
惑
無
之
様
被
仰
付
不
被
下
シ
テ
ハ
不
叶
」
と
い
う
進
言

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
給
人
（
地
頭
）

に
与
え
る
損
失
が
考
慮
さ
れ
て
反
対
を
表
明
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
反
米
・
反
銀

賦
課
に
よ
る
家
中
財
政
の
窮
乏
化
に
対
し
て
在
郷
な
い
し
手
作
が
認
可
さ
れ
、
知
行
地
百
姓
と
強
固
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
給
人
に
と
っ

(123) 

て
、
知
行
地
は
自
ら
の
再
生
産
を
大
き
く
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
鍋
島
氏
大
名
権
力
に
よ
り
蔵
入
地
優
先
の

方
針
が
蔵
方
頭
人
制
の
確
立
を
契
機
と
し
て
明
示
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
経
緯
の
な
か
で
、
財
政
運
用
に
関
わ
る
諸
原
則
（
年
間
予
算
制
・
落
米
を
差
し
引
い
た
残
行
米
に
よ
る
連
用
・
経
常
費

と
臨
時
費
の
区
別
・
専
任
奉
行
の
設
置
・
蔵
入
地
支
配
強
化
な
ど
）
が
形
成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
給
人
財
政
は
反
米
・
反
銀
制
あ
る
い

は
蔵
入
財
政
と
の
一
体
化
に
よ
る
財
政
再
建
策
に
よ
り
、
大
名
財
政
へ
包
摂
化
の
方
向
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
佐
賀
藩
は
い
わ
ば
初
期
藩

政
改
革
の
時
期
を
迎
え
、
大
名
権
力
の
確
立
が
企
図
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
竜
造
寺
系
有
力
家
臣
に
よ
る
政
治
運
営
を
輪
番
制
と
し
て
形

式
化
さ
せ
、
か
わ
っ
て
鍋
島
氏
＾
門
の
主
導
の
も
と
前
代
に
漸
次
形
成
さ
れ
て
き
た
諸
原
則
の
法
令
化
・
集
大
成
化
が
な
さ
れ
、
い
わ

ば
財
政
官
僚
層
の
形
成
と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
じ
て
知
行
地
に
対
す
る
蔵
入
地
の
優
位
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

的
援
助
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
。

天
正
二
九
年
、
豊
臣
政
権
の
九
州
知
行
割
に
よ
り
、
竜
造
寺
佐
賀
藩
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
領
内
支
配
権
を
事
実
上
行
使
し
て
い

た
鍋
島
氏
は
、
朝
鮮
出
兵
11
公
儀
軍
役
を
背
景
に
竜
造
寺
大
名
財
政
運
用
の
独
占
化
を
通
じ
て
漸
次
こ
れ
を
包
摂
し
、
鍋
島
大
名
財
政

が
成
立
し
た
。
当
初
の
鍋
島
氏
譜
代
側
近
層
に
よ
る
財
政
運
用
形
態
は
大
名
権
力
の
確
定
・
強
化
と
い
う
鍋
島
氏
の
意
図
を
示
し
て
い

よ
う
が
、
度
重
な
る
公
儀
普
請
に
よ
る
財
政
窮
乏
化
は
、
新
た
な
権
力
編
成
に
参
画
し
て
い
た
前
領
主
竜
造
寺
氏
の
有
力
家
臣
に
よ
る

運
用
形
態
へ
と
変
容
せ
し
め
た
。
そ
の
主
要
な
契
機
は
こ
れ
ら
の
家
臣
層
に
よ
る
上
地
で
あ
り
、
藩
政
運
営
は
彼
ら
の
政
治
的
・
経
済

お
わ
り
に

な
か
で
新
た
な
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、

以
上
、
蔵
方
頭
人
制
の
特
質
を
め
ぐ
り
関
係
法
令
を
通
じ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
要
す
る
に
鍋
島
氏
大
名
権
力
が
一
門
（
鍋
島
直
弘
）

を
首
班
と
し
た
新
た
な
編
成
の
な
か
で
企
図
し
た
財
政
運
用
の
基
調
は
、
譜
代
財
政
官
僚
層
の
形
成
に
よ
る
財
政
健
全
化
お
よ
び
こ
れ

(124)

（

125〉

と
不
可
分
な
蔵
入
地
の
知
行
地
に
対
す
る
優
位
性
の
確
立
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
居
替
銀
の
禁
止
あ
る
い
は
借
銀
利

(126) 

息
支
払
い
の
停
止
と
い
う
い
わ
ば
強
硬
な
財
政
再
建
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
名
財
政
運
用
形
態
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

借
銀
利
息
は
切
り
捨
て
と
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
展
開
に
大
名
財
政
か
ら
い
わ
ゆ
る
藩
財
政
の
確
立
を
見
て
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ

註

(
1
)

大
名
財
政
と
藩
財
政
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
給
人
財
政
を
包
摂
し
た
大
名
財
政
は
、
藩
財
政
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
」
い
と
い
う
整
理

（
佐
々
木
潤
之
介
『
幕
藩
制
国
家
論
』
下
〔
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
〕
五
五
二
頁
）
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

(
2
)
藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
一
年
）
、
拙
著
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九

七
年
）
第
一
部
。

(
3
)

『
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
』
（
文
献
出
版
、
一
九
八

0
年）。

(
4
)

『
幕
藩
制
社
会
の
財
政
構
造
』
（
大
原
新
生
社
、
一
九
八

0
年）。

(
5
)
長
野
氏
の
前
掲
書
は
、
「
佐
賀
藩
財
政
の
成
立
過
程
」
と
い
う
章
立
て
の
も
と
に
人
名
財
政
の
成
立
を
め
ぐ
り
論
じ
る
。
し
か
し
、
氏
の

「
大
名
財
政
」
と
い
う
概
念
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
領
士
権
力
が
移
動
し
て
大
名
権
力
が
成
立
す
る
と
い
う
佐
賀
藩

の
特
殊
性
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
、
こ
の
点
例
え
ば
、
小
稿
で
意
図
し
た
よ
う
な
竜
造
寺
大
名
財
政
よ
り
鍋
島
大
名
財
政

が
成
立
す
る
と
い
う
、
画
期
性
の
追
求
な
ど
は
必
要
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
6
)

『
佐
賀
県
史
』
上
巻
、
六
四
几
頁
。

(
7
)

「
家
晴
公
御
代
」
（
『
長
崎
県
史
史
料
編
』
第
二
所
収
）
。

(
8
)

『
諫
江
史
料
拾
録
』
第
一
集
所
収
。

(
9
)
長
野
氏
は
、
「
龍
造
寺
籐
八
郎
の
蔵
入
」
が
、
「
佐
賀
に
て
の
た
い
所
入
」
―
-
、

1
1
0
0
石
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
直
轄

地
は
四
％
ほ
と
に
す
ぎ
な
い
と
結
論
さ
れ
る
（
長
野
前
掲
書
四
―
一
頁
）
。
し
か
し
、
後
に
制
度
化
さ
れ
る
近
世
大
名
の
参
勤
交
代
に
要
す

る
諸
経
費
が
大
名
蔵
入
分
よ
り
負
担
さ
れ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
衷
1
の
①
の
高
房
京
詰
経
費
も
大
名
蔵
入
分
に
含
め
る
べ
き
で
あ
り
、

②
の
政
家
隠
居
分
も
同
様
と
考
え
る
。

(10)
な
お
、
表
1
の
④
「
馬
廻
二
わ
り
渡
へ
き
分
」
お
よ
び
⑫
「
小
給
人
二
わ
り
て
可
遣
分
」
は
、
切
扶
で
宛
行
わ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
ろ
う
。

切
扶
宛
行
は
通
常
大
名
財
政
よ
り
賄
わ
れ
、
慶
長
九
年
段
階
で
は
切
米
一
四
、
五
八
六
石
余
が
負
担
さ
れ
て
い
る
（
表

3
参
照
）
。
だ
と

ろ
う
。
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す
れ
ば
、
表
1
の
大
名
蔵
入
分
は
さ
ら
に
増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

(11)
城
島
前
掲
書
ニ
―

0
頁。

五
）
貞
享
年
間
で
は
蔵
入
総
地
米
高
の
五
―
―
一
・
九
％
が
佐
賀
郡
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
同
郡
の
総
地
米
高
に
占
め
る
蔵
入
地
米
高
の
比
率
は
、

八
七
・
ニ
％
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
他
方
こ
の
段
階
で
小
城
郡
は
蔵
入
地
が
な
い
が
、
こ
れ
は
小
城
鍋
島
家
（
支
藩
）
の
領
地
（
知
行
地
）

が
設
定
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
（
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
六
四
五
頁
の
第
一
＿

L

九
表
参
照
）
。

(
1
3
)前掲
拙
著
第
〗
早
参
照
。

(14)

「
竜
造
寺
家
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
〔
以
下
『
集
成
』
と
略
称
〕
三
巻
所
収
）
二

01'1
号
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
。

(15)
拙
稿
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
近
世
大
名
家
臣
団
の
創
出
過
程
」
（
『
九
州
史
学
』
七
六
号
、
一
九
八
―
―
―
年
）
。

(16)
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
（
「
直
茂
公
譜
考
補
」
六
〔
「
鍋
島
文
庫
」
〈
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
〉
所
収
。
小
稿
で
引
用
す
る
史
料
は
と
く
に
注

記
す
る
以
外
は
同
文
庫
所
収
〕
）
天
正
一
九
年
七
月
―
―
一
日
付
。

(
1
7
)
「
石
井
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一
九
巻
）
―
一
号
鍋
島
直
茂
書
状
。

(
1
8
)
拙
稿
前
掲
所
収
表
5
参
照
。

(
1
9
)
城
島
前
掲
書
一
七
四
頁
。

（
翌
表
1
の
石
高
総
計
は
一
―

1
0
九
、
九

0
-
―
石
で
あ
り
、
表
2
の
①
「
都
合
物
成
」
は
そ
の
五
六
％
に
当
た
る
。
天
汗
一
八
年
よ
り
慶
長
四
年

に
か
け
て
若
干
の
総
生
産
高
の
増
加
を
見
込
む
と
し
て
、
慶
長
四
年
段
階
で
の
物
成
率
は
行

0
ー
止
五
％
程
度
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
物
成

率
を
仮
に
天
正
一
八
年
段
階
の
「
本
高
」
に
適
用
し
た
場
合
、
大
名
蔵
入
分
は
、

4
6
,
2
0
0
x
0
.
5
1
1
2
3
,
 1
0
0
 
(1-Q) 

4
6
,
2
0
0
x
0
.
5
5
1
1
2
5
,
4
1
0
 
(1-Q) 

と
な
り
、
ニ
―
―
-
、

0
0
0
~
1
―五、

0
0
0
石
程
度
の
範
囲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
物
成
高
に
換
算
し
た
大
名
財
政
1
1
蔵
入
分

は
、
表
2
の
大
名
財
政
規
模
（
三
八
、

0
0
0
石
）
と
比
べ
た
場
合
少
な
く
、
こ
の
こ
と
は
大
名
財
政
が
天
正
一
八
年
よ
り
慶
長
四
年
に

か
け
て
強
化
・
拡
充
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

(21)

「
慶
長
之
比
御
書
キ
物
」
所
収
。

(22)
勝
茂
弟
。
直
茂
の
弟
侶
俊
が
相
続
し
て
い
た
小
川
氏
の
跡
を
文
禄
四
年
に
嗣
ぎ
小
川
氏
を
称
し
た
が
、
愛
長
六
年
鍋
品
氏
に
復
し
徳
川
氏

の
証
人
と
し
て
江
戸
に
の
ぼ
っ
た
（
「
勝
茂
公
譜
衿
補
」
三
乾
）
。
表
3
に
み
ら
れ
る
忠
茂
の
几
戸
料
設
定
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
。

初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
運
用
形
態

(23)
慶
長
九

i
.
0年
前
後
の
史
料
を
集
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
慶
長
之
比
御
響
キ
物
」
に
よ
れ
ば
、
当
段
階
で
大
名
財
政
を
直
接
担
当
す

る
役
職
と
し
て
、
伏
見
公
儀
絹
布
之
類
遣
方
存
（
一
人
）
、
進
物
誘
(
-
―
一
人
）
、
大
坂
米
遣
方
之
存
（
一
人
）
、
私
銀
子
遣
方
存
（
二
人
）
、

佐
賀
蔵
（
一
人
）
、
蓮
池
蔵
（
四
人
）
、
私
納
戸
存
（
一
人
）
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

(24)
前
掲
拙
稿
参
照
。

(
2
5
)
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
四

0
号
鍋
島
直
茂
書
状
。
慶
長
一

0
年
―
一
月
三
日
付
、
野
村
右
馬
允
等
―
―
―
名
宛
。

(26)

「
慶
長
之
比
御
書
キ
物
」
。

(27)
拙
稿
「
成
立
期
佐
賀
藩
に
お
け
る
家
臣
団
編
成
の
原
理
と
構
造
」
（
『
九
州
史
学
』
八
―
―
号
、
一
九
八
互
年
）
、
同
「
地
方
知
行
と
近
世
的

秩
序
」
（
山
本
博
文
編
『
新
し
い
近
世
史

1

国
家
と
秩
序
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）
、
同
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
初
期
代
官
・

郡
代
制
」
（
『
酉
南
地
域
史
研
究
』
一
四
輯
掲
載
予
定
）
。

(28)
前
掲
拙
著
第
一
．
―
-
章
。

(29)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
二
七
八
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。

(
3
0
)
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
本
編
第
二
章
第
一
節
二
参
照
。

(
3
1
)
「
石
井
家
譜
」
。

（
翌
と
く
に
生
三
・
石
井
茂
清
が
慶
長
検
地
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
直
茂
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
生
―
―
一
に
対
し
て
「
検
地
帳
堅
」
を
指
示

し
て
い
る
こ
と
や
（
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
一
三
巻
〕
七
六
一
号
某
〔
鍋
島
直
茂
力
〕
覚
書
、
年
不
詳
五
月
九
日
付
）
、
石
井
茂

清
が
生
―
―
一
に
対
し
「
新
庄
養
父
検
地
」
の
「
出
分
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
（
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
一
三
巻
〕

八
九
六
号
石
井
清
五
左
衛
門
[
茂
清
〕
書
状
ヽ
年
↑
詳
五
月
二
皿
日
付
)
ょ
り
知
ら
れ
る
o

(
3
3
)「
坊
所
鍋
島
家
文
害
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
―
-
九
三
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
（
慶
長
一
六
年
力
）
七
月
一
日
付
、
生
―
―
―
•
石
井
茂
消
·
三
浦

賢
純
宛
゜

(34)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
二
七
五
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
年
月
不
詳
一
一
四
日
付
、
生
一
＿
一
宛
。

(35)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
三
六
二
号
鍋
島
勝
茂
霊
状
。
（
慶
長
一
九
年
力
）
六
月
―

.
0
日
付
、
生
一
二
宛
。

(36)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一
．
巻
）
三
九
一
号
鍋
島
勝
茂
鳶
状
。
（
元
和
二
年
力
）
五
月
一
互
日
付
、
生
一
い
一
宛
゜

(37)

「
富
岡
氏
所
蔵
文
書
」
（
『
集
成
』
―
二
巻
）
一
八
号
鍋
島
勝
茂
組
付
覚
書
。

(38)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
四

0
五
号
鍋
島
勝
茂
條
書
案
。
な
お
こ
の
史
料
は
「
巳

五
月
六
日
」
と
い
う
年
月
日
で
あ
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る
が
、
史
料
中
の
石
井
大
炊
助
・
草
場
藤
右
衛
門
・
（
江
副
）
伊
兵
衛
は
、
い
ず
れ
も
元
和
三
年
―

0
月
七
日
の
鍋
島
勝
茂
覚
書
案

（
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
―
二
巻
〕
四
二
三
号
）
に
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
史
料
干
支
の
「
巳
」
も
元
和
三
年
の
可

能
性
が
高
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

(39)
前
掲
拙
稿
「
佐
賀
藩
に
お
け
る
初
期
代
官
・
郡
代
制
」
。

(40)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
三
四

0
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
年
月
日
不
詳
、
生
三
・
石
井
茂
清
宛
。

(41)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
三
二
四
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
年
月
日
不
詳
、
生
三
・
石
井
茂
清
宛
。

(42)
勝
茂
の
子
。
小
城
鍋
島
家
の
祖
（
「
元
茂
公
年
譜
」
）
。

(43)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
二
巻
）
四
二
三
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
案
。

(44)

「
勝
茂
公
御
年
譜
」
三
。

(45)

「
五
番
御
掛
硯
誓
詞
書
写
」
。

(46)

「
御
親
類
御
家
老
迄
家
々
之
大
概
」
。

(47)

「
五
番
御
掛
硯
誓
詞
書
写
」
。
連
署
者
は
鍋
島
茂
里
・
同
茂
賢
（
深
堀
鍋
島
）
・
成
富
茂
安
・
久
納
茂
俊
・
鍋
島
生
三
・
神
代
家
良
。

(48)

「
直
茂
公
譜
考
補
」
十
。

(49)
註

(30)
参
照
。
。

(50)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一
三
巻
）
八

0
七
号
多
久
安
順
外
三
名
連
署
状
。

(51)

「
鍋
島
勝
茂
書
状
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
〔
「
小
城
鍋
島
家
文
庫
」
〈
佐
賀
大
学
付
属
図
書
館
蔵
〉
所
収
〕
）
。

(52)

「
有
田
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一
四
巻
）
二
三
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
（
元
和
六
年
）
―
一
月
―
―
三
日
付
。
有
田
茂
成
・
内
（
田
力
）
正
右
衛

門
・
嬉
野
与
三
兵
衛
宛
。

(53)
す
で
に
竜
造
寺
四
家
に
対
し
て
は
、
鍋
島
茂
賢
・
生
三
と
と
も
に
元
和
四
年
の
蔵
入
払
方
が
勝
茂
か
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、
竜
造
寺
四
家

が
当
該
段
階
で
大
名
財
政
運
用
に
関
与
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
「
有
田
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
一
四
巻
〕
二
四
号
鍋
島
勝
茂

覚
書
）
。

(54)

「
水
江
事
略
」
（
「
多
久
家
文
書
」
〔
多
久
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
〕
所
収
）
、
「
検
地
三
部
地
献
米
之
概
略
」
。
な
お
こ
の
三
部
上
地
に
は
元

和
三
年
に
蔵
入
検
見
三
与
を
構
成
し
て
い
た
草
場
藤
右
衛
門
お
よ
び
蔵
入
遣
方
に
関
与
し
て
い
た
江
副
伊
兵
衛
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る

（
「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
―
一
巻
〕
四

0
五
号
鍋
島
勝
茂
條
書
案
お
よ
び
「
多
久
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
一

0
巻
〕
七

0
二
号
関
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平
兵
衛
尉
外
三
名
連
署
覚
書
案
）
。
ま
た
多
久
安
順
王
導
に
よ
り
竜
造
寺
四
家
自
ら
一
＿
一
部
上
地
を
願
い
出
た
と
す
る
「
水
正
事
略
」
な
ど

の
記
事
は
史
料
批
判
の
余
地
が
あ
る
も
の
の
、
多
久
安
順
は
慶
長
一
六
年
普
諮
成
就
し
た
佐
賀
城
ニ
ノ
丸
に
移
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
危
造
寺
四
家
の
な
か
で
も
特
別
の
存
在
と
い
え
、
三
部
上
地
を
下
導
し
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

多
久
氏
の
立
場
が
寛
永
期
に
お
け
る
同
氏
を
首
班
格
と
す
る
執
政
休
制
が
展
開
す
る
条
件
な
い
し
前
提
で
あ
っ
た
と
若
え
ら
れ
る
。

(55)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
三
坤
、
城
島
前
掲
書
一
九
二
頁
。

(56)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
二
巻
）
六
四
四
号
鍋
島
忠
茂
書
状
。
（
元
和
六
年
）
九
月
一
九
日
付
。

(57)

「
水
江
事
略
」
、
「
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
。

(58)

「
寛
永
四
年
御
借
銀
御
返
済
当
」
（
「
泰
盛
院
様
御
代
御
書
物
書
抜
」
所
収
。
城
島
飢
掲
書
二

0
五
頁
）
。

(59)

「
泰
盛
院
様
御
代
御
霊
物
書
抜
」
所
収
。

(
6
0
)
(
6
1
)
⑨
「
売
立
二
而
払
」
は
寛
水
四
年
物
成
米
（
⑤
残
米
に
相
当
）
を
売
却
し
た
換
銀
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
寛
永
四

年
暮
の
⑧
御
借
銀
二
、
三

0
0貫
は
寛
永
四
年
物
成
米
を
換
銀
し
た
⑨
「
売
立
二
而
払
」
一
、
九
七
五
旦
―

1
0
0
目
に
よ
り
一
部
返
済
さ

れ
、
同
四
年
暮
の
借
銀
残
高
が
七
二
八
貫
七

0
0
目
（
⑩
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
⑬
「
寛
永
五
年
乏
御
物
成
二
而
売
立
」
一
、

五
七
一
員
―
―

1
0
0
目
は
⑨
の
換
銀
高
と
同
額
で
あ
る
が
、
文
字
ど
お
り
寛
永
五
年
の
物
成
米
換
銀
高
で
あ
る
。
⑨
と
⑬
は
と
も
に
換
銀
高

で
あ
る
も
の
の
⑨
は
寛
永
四
年
、
⑬
は
翌

ii
年
の
そ
れ
を
示
す
も
の
と
し
な
け
れ
ば
こ
の
蔵
入
算
用
の
借
銀
返
済
シ
ス
テ
ム
は
理
解
で
き

な
い
。
す
な
わ
ち
、
返
済
計
両
で
は
毎
年
の
物
成
米
換
銀
高
が
一
、
五
じ
一
貫
―
―

1
0
0
目
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
寛
永

五
年
と
同
六
年
の
通
常
経
費
に
あ
た
る
⑪
・
⑯
が
じ
一
四
貰
四
五
匁
三
分
と
見
稼
も
ら
れ
た
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
長
野
湿
氏
は
同

目
安
の
⑨
・
⑬
が
同
じ
数
値
で
あ
る
た
め
、
と
も
に
寛
永
冗
年
の
物
成
米
換
銀
高
で
同
一
の
も
の
と
の
考
え
の
よ
う
だ
が
（
長
野
前
掲
書

九
七

1
八
頁
）
、
仮
に
そ
う
す
る
と
、
寛
永
五
年
の
。
、
五
七
一
貫
一
「

0
0
目
（
⑨
）
の
物
成
換
銀
で
寛
永
四
年
の
借
銀
の
一
部
を
支
払

い
物
成
換
銀
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
再
び
な
く
な
っ
た
は
ず
の
寛
永
五
年
の
物
成
換
銀
一
、
五
七
一
貫
―
―

1
0
0
日
で
前
年

の
残
余
借
銀
（
⑩
）
と
寛
永
五
年
の
必
要
経
費
（
⑪
）
を
合
算
し
た
⑫
「
二
口
合
銀
寛
永
五
年
之
綽
引
残
ル
分
」

(II
⑭
)
を
支
払
う
と

い
う
矛
盾
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
安
は
借
銀
返
済
プ
ラ
ン
な
の
で
、
同
一
数
値
は
同
じ
年
の
同
一
収
支
を
示
す
の
で
は
な
く
、
複
数

年
度
の
予
定
額
を
同
一
に
見
積
も
っ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(62)

こ
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
゜

（
翌
「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
八
巻
）

4-六
五
号
鍋
島
勝
茂
覚
杏
。
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(64)
大
名
権
力
と
家
臣
と
の
い
わ
ば
相
互
依
存
・
協
力
体
制
を
表
す
「
ゆ
い
」
の
論
理
と
い
う
指
摘
は
藤
野
保
氏
が
行
っ
て
い
る
（
前
掲
『
佐

賀
藩
の
総
合
研
究
』
四
九
二
頁
）
。
そ
れ
は
、
単
に
財
政
問
題
の
み
な
ら
ず
、
佐
賀
藩
体
制
維
持
強
化
の
重
要
な
基
調
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
権
力
編
成
の
中
核
を
な
す
家
臣
団
と
知
行
制
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
ゆ
い
」
の
論
理
が
貫
い
て
い
た
（
拙
稿
「
佐
賀
藩
家
臣
団
の
編
成

と
構
成
」
〔
藤
野
保
編
『
九
州
近
世
史
研
究
叢
書
』
第
二
巻
、
国
霊
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
〕
参
照
）
。

(65)

「
多
久
長
門
守
等
連
署
覚
書
」
（
「
泰
盛
院
様
御
代
御
書
物
書
抜
」
所
収
）
。

(66)

「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
（
寛
永
六
年
）
八
月
一
日
付
、
多
久
安
順
等
九
名
宛
゜

(67)

「
多
久
長
門
守
等
連
署
覚
書
」
（
「
泰
盛
院
様
御
代
御
害
物
書
抜
」
所
収
）
。
寛
永
七
年
四
月
九
日
付
、
石
井
修
理
宛
゜

(68)
後
藤
貴
明
の
実
子
睛
明
の
子
茂
富
の
長
男
(
[
水
江
事
略
系
図
」
・
「
多
久
氏
系
図
」
〔
「
多
久
家
文
書
」
〕
な
ど
）
。

(69)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
八
巻
）
―
-
四
―
一
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。
（
寛
永
一

0
年
力
）
九
月
―

1
0
□付。

(70)

「
坊
所
鍋
島
家
文
書
」
（
『
集
成
』
―
一
巻
）
一
六
七
号
鍋
島
勝
茂
毒
状
。
ま
た
前
掲
拙
苫
第
一
章
参
照
。

(71)

「
水
江
事
略
」
。

(72)
前
掲
拙
著
で
は
こ
の
よ
う
な
、
大
名
領
国
内
に
お
い
て
相
対
的
独
自
性
を
有
す
る
知
行
地
拝
領
の
家
臣
（
給
人
）
を
、
「
給
人
領
‘
干
」
と

し
て
概
念
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
城
島
止
祥
氏
は
、
そ
の
知
行
地
を
「
自
治
領
」
と
呼
称
す
る
。

(73)
佐
賀
藩
直
属
家
臣
団
の
編
成
単
位
。
前
掲
拙
著
第
一
＿
一
章
参
照
。

(74)

「
愚
渓
合
申
卜
候
市
」
。

(75)

「
下
々
以
批
判
書
立
之
手
頭
l

(

「
肥
院
旧
章
録
」
所
収
）
。

(76)

「
多
久
家
書
物
」
。

(77)
以
上
「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一

0
巻
）
〔
多
久
家
書
物
〈
御
什
物
方
差
出
〉
〕
五
号
鍋
島
勝
茂
惣
什
置
書
立
。
（
寛
永
―
―
一
年
）
六
月

＿
―
-
―
-
日
、
多
久
安
順
・
同
茂
辰
．
諫
早
直
孝
・
鍋
島
茂
綱
（
武
雄
）
・
須
古
信
昭
・
神
代
常
親
（
川
久
保
）
・
鍋
島
茂
腎
（
深
堀
）
宛
゜

(78)

「
覚
書
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
。
な
お
年
月
日
・
差
出
人
・
宛
所
の
い
ず
れ
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
削
註
の
書
立
同
様
、
寛
永

―
―
一
年
六
月
一
三
日
付
で
勝
茂
よ
り
多
久
茂
辰
宛
と
考
え
ら
れ
る
。

(79)

「
談
話
筆
記
」
、
城
島
前
掲
書
二
三
九
ー
四

0
頁。

(80)
註

(77)
参
照
。
な
お
、
小
物
成
・
公
儀
料
が
勝
茂
よ
り
茂
辰
に
引
ぎ
渡
さ
れ
た
の
は
幾
分
遅
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
年
（
寛
永
―
―
一
年
）
七

月
・
九
月
の
こ
と
で
あ
る
（
「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
〔
寛
永
―
二
年
七
月
＿
―
-
日
付
、
多
久
茂
辰
宛
、
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
〕
、
「
編
島
勝
茂
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覚
書
」
〔
同
年
九
月
二

0
日
、
多
久
茂
辰
宛
、
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
〕
）
。

(
8
1
)
註
(
7
8
)
参
照
。
な
お
中
野
が
寛
永
六
年
に
別
置
さ
れ
た
公
儀
料
五
万
石
、
諸
岡
が
蔵
入
六
万
石
と
小
物
成
を
担
当
し
た
（
城
島
前
掲
書

三
―
―
九
ー
四

0
頁）。

(82)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一

0
巻
）
〔
多
久
家
書
物
〈
御
什
物
方
指
出
〉
〕
八
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
。
（
寛
永
―
二
年
）
六
月
二
三
日
付
、

多
久
安
順
・
同
茂
辰
・
諫
早
直
孝
・
鍋
島
茂
網
・
須
古
信
昭
・
神
代
常
親
・
鍋
島
茂
賢
宛
゜

(83)

「
（
鍋
島
勝
茂
）
覚
」
（
「
慶
長
之
比
御
書
キ
物
」
所
収
）
。
慶
長
一

0
年
七
月
二
六
日
付
、
納
富
千
兵
衛
宛
゜

(84)
表
6
の
⑫
置
米
は
下
関
・
姪
之
浜
置
米
で
あ
る
。

(85)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
八
巻
）
三
二
三
号
鍋
島
勝
茂
書
状
。

(86)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
、
「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
、
寛
永
一
四
年
二
月
一
日
付
。

(87)
勝
茂
の
八
男
。
初
め
成
富
茂
安
の
養
子
。
寛
永
一

0
年
同
家
の
知
行
の
一
部
を
も
っ
て
一
家
創
設
。
正
保
三
年
成
富
姓
よ
り
鍋
島
姓
に
復

し
、
白
石
鍋
島
家
祖
（
「
勝
茂
公
譜
考
補
」
四
、
「
匝
弘
公
御
系
図
」
参
照
）
。

(88)

「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
寛
永
一
七
年
二
月
一
三
日
付
。

(89)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
八
巻
）
二
五
一
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
、
（
寛
永
一
六
年
）
五
月
一
五
日
。

(
9
0
)
(
9
1
)

「
多
久
家
文
書
」
（
『
集
成
』
一

0
巻
）
七
―
一
号
鍋
島
勝
茂
覚
書
。
寛
永
一
六
年
―
一
月
九
日
付
、
多
久
茂
辰
、
諸
岡
茂
之
宛
。

(92)
な
お
、
藩
主
家
政
地
と
し
て
の
白
石
地
域
は
、
「
蔵
入
百
姓
」
で
あ
る
「
白
石
十
ヵ
村
之
百
姓
」
が
設
定
さ
れ
、
「
彼
地
ヘ
ハ
我
等
切
々

罷
越
、
百
姓
共
何
か
に
辛
労
申
在
所
」
（
「
多
久
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
九
巻
〕
四

0
二
号
鍋
島
勝
茂
書
状
）
で
あ
り
、
「
白
石
口
米
」
が
徴

収
さ
れ
て
い
た
（
「
多
久
家
文
書
」
〔
『
集
成
』
九
巻
〕
四
四
四
号
鍋
島
勝
茂
書
状
）
。
こ
の
「
白
石
口
米
」
は
蔵
入
収
入
か
ら
分
離
さ
れ
て

い
た
（
表
8
の
④
口
米
の
項
参
照
）
。

(93)
木
原
博
幸
『
幕
末
期
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研
究
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）
第
六
章
。

(94)
城
島
前
掲
書
。

(95)

「
鍋
島
勝
茂
書
状
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
。
（
寛
永
一
六
年
）
閏
霜
月
一
五
日
。

(96)

「
鍋
島
勝
茂
覚
書
」
（
「
肥
陽
旧
章
録
」
所
収
）
。
寛
永
―
一
年
七
月
三
日
付
、
多
久
茂
辰
宛
。

(97)

「
月
堂
様
御
代
覚
書
」
（
「
小
城
鍋
島
家
文
庫
」
所
収
）
。

(98)
勝
茂
三
男
。
蓮
池
支
藩
主
。
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「
覚
」
（
「
万
拍
之
眼
」
、
承
応
―
―
―
年
七
月
一
―
―
日
付
）
。

(99)

「
口
上
覚
」
（
「
多
久
家
二
有
之
候
御
書
物
写
」
所
収
）
。

(100)

「
勝
茂
公
謂
考
補
」
十
。

(101)
前
註
に
同
じ
。

(102)

「
（
鍋
島
勝
茂
）
覚
書
」
（
「
肥
陽
IU
章
録
」
所
収
）
。
正
保
―
―
―
年
一
1

月
一
七
日
付
、
多
久
茂
辰
宛
。
[
鋭
島
筏
綱
｝

(103)
城
島
前
掲
書
一
七
頁
、
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
五

0
一
頁
。
な
お
、
「
自
今
以
後
者
、
若
狭
守
請
役
二
候
て
、
使
者
飛
脚
之
時
、

（
茂
之
一

万
事
心
遣
可
被
申
候
、
諸
由
調
之
儀
者
、
如
此
中
、
諸
岡
彦
右
衛
門
へ
談
合
候
而
、
無
迦
可
申
付
候
」
（
「
多
久
家
文
書
」
[
『
集
成
』
九
巻
〕

四
四
八
号
鍋
島
勝
茂
書
状
）
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
年
不
詳
で
六
月
七
日
付
、
鍋
島
茂
網
・
多
久
茂
辰
．
諫
早
茂
敬
・
鍋
島
茂
賢

宛
で
あ
る
。
書
状
中
の
「
詰
役
」
が
、
本
文
で
み
た
執
政
体
制
首
脳
と
い
う
請
役
と
同
一
て
あ
れ
は
、
茂
網
は
請
役
就
任
後
諸
岡
茂
之
と

談
合
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
茂
之
は
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
正
保
一
こ
ヰ
九
月
一
四
日
に
罷
免
さ
れ
る
の
で
、
茂
綱
が
請
役
に
就
任

し
た
の
は
、
そ
れ
以
前
と
い
う
可
能
性
が
で
て
く
る
。
仮
に
以
上
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
茂
網
の
請
役
就
任
は
、
茂
辰
が
罷
免
さ

れ
る
前
の
段
階
（
お
そ
ら
く
は
正
保
一
二
年
六
月
ヒ
日
）
で
、
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
茂
網
の
請
役
就
任
時
に
つ
い

て
は
一
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

(104)

前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
五

0
一
頁
。

(105)
佐
賀
藩
の
基
本
法
「
鳥
／
了
御
帳
」
の
成
立
の
時
期
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
承
応
か
ら
明
麿
頃
と
推
定
さ
れ
る

（
『
鳥
栖
市
史
資
料
編
』
第
一
一
集
解
題
お
よ
び
前
掲
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
五

0
四
頁
参
照
）
。

(106)

「
（
鍋
島
勝
茂
）
覚
書
」
（
「
五
番
御
掛
硯
誓
詞
工
想
子
」
所
収
）
。

(107)

「
鍋
島
勝
茂
書
状
」
（
「
多
久
家
吉
物
」
所
収
）
正
保
四
年
四
月
二

0
日
付
。

(108)
註

(87)
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
弘
は
茂
辰
と
茂
之
が
罷
免
さ
れ
た
正
保
三
年
成
富
氏
か
ら
鍋
島
氏
に
復
し
一
門
に
列
し
た
。

(109)
年
不
詳
一
1

月
三
日
付
、
相
良
求
朋
宛
。

(110)

大
名
財
政
運
用
の
責
任
者
で
あ
る
蔵
方
頭
人
（
次
項
参
照
）
に
つ
い
て
は
、
「
山
城
守
・
伯
者
・
内
蔵
助
・
玄
蕃
允
令
熟
談
」
（
「
蔵
入
方

ニ
付
て
之
覚
」
〔
「
鳥
／
子
御
帳
」
―
―
―
所
収
〕
）
と
あ
り
、
請
役
の
茂
網
（
芳
狭
守
）
の
管
轄
外
で
あ
っ
た
み
て
よ
か
ろ
う
。

(lll)

許

(105)
参
照
。

(112)(113)

「
寛
永
一
九
年
御
国
惣
万
帳
」
。

(114)

「
蔵
入
方
付
而
之
覚
」
（
「
烏
ノ
子
御
帳
」
三
所
収
）
、
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初
期
大
名
権
力
と
財
政
連
用
形
態

―
一
所
収
）
。

(115)

「
明
暦
二
年
泰
盛
院
様
御
印
帳
」
。

(116)
（

117)
註

(114)

に
同
じ
。

(
1
1
8
)
(
1
1
9
)

「
定
」
（
蔵
入
方
。
「
鳥
J

子
御
帳
」

(120)
註

(114)

に
同
じ
。

(121)（
122)

「
勝
茂
公
譜
考
補
」
十
下
。

(
1
2
3
)
前
掲
拙
＂
者
参
照
。

(
1
2
4
)
借
銀
返
済
の
た
め
の
他
方
よ
り
の
借
銀
（
城
島
前
掲
書
二
七
八
頁
）
。

(
1
2
5
)
「
借
銀
方
一
通
」
（
「
烏
ノ
子
御
帳
」
三
所
収
）
。

(
1
2
6
)
「
勝
茂
公
譜
若
補
」
十
下
。
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